
【特集】

平成30年度 通常総代会
講演会「これからの皇室と元号」開催
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大阪府知事指定 伝統工芸品
「和泉櫛」

大阪のワザ！

【N
ew
 Face 

がっ
ち
り
P
R
！
】㈲
サ
ン
エ
ス
タ
イ
プ
印
刷
／‘

旅
の
し
お
り
屋’

強
い
専
門
性
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
迅
速
な
納
期
対
応

カ
レ
ン
ダ
ー・S
P
グ
ッ
ズ
の
E
C
サ
イ
ト
を
運
営

【
が
ん
ば
っ
てM

A
SSE！

】赤
木
印
刷
㈱

ホームページ随時更新中！
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関西営業支社 印刷用紙グループ TEL.06-6363-7184
用紙提供：日本製紙（株）

シルバーダイヤＤＲＹの特徴は、「乾燥性」「耐摩擦性」
「印刷再現性」が高いこと。これら３つのメリットが、
作業効率と顧客満足度を向上させる、プロに喜んで
いただける印刷用紙です。

シルバーダイヤDRY
（塗工紙・104.7g/㎡  A/Y〈57.5〉）（表紙・本文とも）

【特 集】平成30年度 通常総代会

【大印工連 新体制】各委員会 運営方針

【DNA（大青協ネクストアドバンス）】

【広報委員会】2019年カレンダーの表記について

【大阪印刷関連団体協議会】ウォーキングイベント案内

【広報委員会】女性のための「初夏の酒話会」

【がんばってMASSE!】赤木印刷（株）

【New Face がっちりPR!】（有）サンエスタイプ印刷

【好きこそモノの上手なれ〈趣味人日記〉】

【支部だより】

【技術情報】（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）

【SEMINAR】D.D.S.S.

【連 載】知ってはりまっか大阪
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皆
さ
ん
は「
西
国（
さ
い
こ
く
）三

十
三
所
巡
礼
」を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。四
国
八
十
八
ヶ
所
は
有
名
で
す

が
、西
国
は
、近
畿
を
中
心
と
し
た
お

寺
巡
り
で
す
。私
は
家
人
の
病
気
平

癒
を
祈
願
す
る
た
め
、昨
年
夏
か
ら

半
年
以
上
を
か
け
て
三
十
三
の
お
寺

を
お
参
り
し
ま
し
た
。和
歌
山
は
、那

智
の
滝
の
傍
に
あ
る
青
岸
渡
寺
に
始

ま
り
、三
十
三
番
目
は
岐
阜
県
揖
斐

の
華
厳
寺
で
す
。

　
本
当
に
良
か
っ
た
！
の
ひ
と
言
で

す
。正
直
な
と
こ
ろ
、貴
重
な
休
日
に

お
寺
巡
り
な
ん
て
辛
気
臭
い
こ
と
、と

ん
で
も
な
い
！
と
、巡
礼
を
始
め
る
前

は
相
当
に
躊
躇
し
ま
し
た
。し
か
し
、

最
初
の
お
寺
に
お
参
り
し
て
以
来
、

ず
っ
と
次
の
お
休
み
が
楽
し
み
で
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。息
を
切
ら
せ
て
階
段

を
登
り
た
ど
り
着
い
た
本
堂
で
お
香

を
焚
き
、銅
鑼
を
鳴
ら
し
て
厳
か
に
手

を
合
わ
せ
祈
願
を
す
る
と
、疲
れ
て
汚

れ
て
傷
ん
だ
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。そ

う
、精
神
の
リ
セ
ッ
ト
で
す
。

　
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
カ
ー
ト

レ
ー
ス
、バ
イ
ク
だ
、ヨッ
ト
だ
、パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
だ
と
、興
奮
や
刺
激
ば
か

り
を
追
い
求
め
る
生
き
方
を
し
て
き

た
私
に
と
って
、お
寺
巡
り
な
ど
猿
に

烏
帽
子
と
自
分
で
も
可
笑
し
い
の
で

す
が
、こ
れ
ま
で
の
私
に
ず
っ
と
足
り

な
か
っ
た
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
が
パ
コっ
と

嵌
っ
た
か
の
よ
う
な
充
実
感
と
達
成

感
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
気
付
け
ば
今
年
で
五
十
五
歳
。自

ら
の
生
き
ざ
ま
を
振
り
返
り
、充
実

し
た
余
生
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る

に
あ
た
り
、西
国
三
十
三
所
巡
礼
は

有
意
義
な
経
験
で
し
た
。こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
、花
や
紅
葉
の
季
節
を
追

い
か
け
、た
く
さ
ん
の
お
寺
を
訪
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

1

記事・取材協力：（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）
デザイン・制作：（有）ティーズ／校正：富士精版印刷（株）／印刷：国際印刷工業（株）

今月号の表紙

今月号の用紙

大阪のワザ！「大阪の伝統工芸品」シリーズ（16）

主な産地：貝塚市、岸和田市
主な製品：各種ツゲ櫛 など

貝塚市は日本最古の櫛産地と言われ、江戸時代には
全国一のツゲ櫛産地に。ツゲの木を素材に、歯の1本
1本を丁寧に手で仕上げる「和泉櫛」は、静電気が起こり
にくく、使うほどに美しい飴色の光沢が増し、髪の艶も
豊かに。新製品を含むさまざまな種類が作られ、高級櫛
として多くの人に親しまれています。

精
神
の
リ
セ
ッ
ト

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合

副
理
事
長 

東
條 

秀
樹

「和泉櫛」
い ず み ぐ し
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大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
の
平
成
３０

年
度
通
常
総
代
会
が
５
月
23
日（
水
）

午
後
２
時
か
ら
、都
島
区
の
太
閤
園
迎

賓
館「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ル
」に
て
開
か

れ
、平
成
29
年
度
事
業
報
告・決
算
報

告・平
成
３０
年
度
事
業
計
画
案・収
支

予
算
案
が
審
議・承
認
さ
れ
た
。

　

午
後
２
時
に
大
印
工
組
事
務
局
課

長
平
塚
の
司
会
で
開
会
し
、総
代
定
数

54
名
中
、本
人
出
席
20
名
、委
任
状
に

よ
る
書
面
出
席
25
名
、計
45
名
の
出
席

で
過
半
数
に
達
し
て
お
り
適
法
に
成
立

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

最
初
に
作
道
孝
行
理
事
長
か
ら
挨

拶
が
あ
り
、次
い
で
議
長
の
選
任
に
移

り
、「
司
会
者
一
任
」の
声
に
よ
り
北
支

部
総
代
の
坂
本
一
行
氏（
㈱
コ
ン
パ
ス
）

が
議
長
に
就
任
し
て
議
事
進
行
を
行
っ

た
。

【
議
案
】

▽
第
1
号
議
案
／
平
成
２９
年
度
事
業

　
報
告
、決
算
報
告
お
よ
び
剰
余
金

　
処
分（
案
）並
び
に
共
助
会
収
支
決

　
算
承
認
の
件

▽
第
2
号
議
案
／
平
成
３０
年
度
事
業

　
計
画（
案
）お
よ
び
収
支
予
算（
案
） 

　
並
び
に
経
費
の
賦
課
徴
収
方
法
承

　
認
の
件

▽
第
3
号
議
案
／
定
款
一
部
変
更
の
件

▽
第
4
号
議
案
／
委
員
会
規
約
一
部

　
変
更
の
件

▽
第
5
号
議
案
／
平
成
３０
年・３１
年
度

　
理
事
、監
事
選
任
の
件

　

各
議
案
に
対
し
て
理
事
長
並
び
に

事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、す
べ
て
の

議
案
に
つ
い
て
審
議・承
認
さ
れ
た
。そ

の
後
、別
室
に
て
臨
時
理
事
会
が
開
か

れ
た
。

　

次
期
理
事
長
推
薦
委
員
会
に
お
い

て
中
﨑
座
長
が
議
長
と
な
り
第
１
号

議
案・理
事
長
選
任
の
件
に
つ
い
て
は
、

作
道
孝
行
氏（
理
事
長
）を
推
薦
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
出
席
理
事
全
員
に

よ
り
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、作
道
理
事
長
が
議
長
と
な

り
、第
２
号
議
案
／
副
理
事
長・常
務

理
事
の
選
任
の
件
、第
３
号
議
案
／
顧

問・相
談
役・参
与
委
嘱
者
承
認
の
件

も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、臨
時
理
事

会
を
閉
会
し
た
。

　

総
代
会
の
会
場
に
戻
り
司
会
よ
り

臨
時
理
事
会
の
審
議・承
認
内
容
が
報

告
さ
れ
総
代
会
の
す
べて
の
議
事
を
終

え
た
。続
い
て
、舞
台
に
理
事
長・副
理

事
長・常
務
理
事
が
登
壇
し
理
事
長
よ

り
、副
理
事
長・常
務
理
事
の
紹
介
が

あ
り
、各
副
理
事
長・常
務
理
事
か
ら

挨
拶
と
平
成
30
年
度
事
業
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、午
後
３
時
30
分
に
通
常

総
代
会
が
終
了
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、午
後
４
時
30
分
か
ら

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
」で
講
演
会

が
、午
後
6
時
か
ら「
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー

ル
」で
情
報
交
換
会
が
開
か
れ
た
。

（
報
告
／
大
印
工
組
事
務
局
）

開催：平成30年5月23日（水） 午後2時～  太閤園迎賓館「ゴールデンホール」

平成30年度 通常総代会（第1部）

通常総代会＆
臨時理事会を開催 

総代会

退任役員表彰

坂本議長

作道理事長中路監事

新正副理事長・常務理事

1. 産業戦略デザイン事業の推進
　全印工連、印刷産業成長戦略ビジョン２０２５計画の推進

2. 委員会活動の推進
（1）マーケティング委員会：組合員の売上拡大につながる企
　画の実施
　①企業戦略からM&A、事業承継までトータルな戦略・企
　　画の立案と実施
　②ブランディングまで経営に関する改革を強力に推進す
　　る企業自身を含め全てのステークホルダーに関わるブ
　　ランド確立への企画の立案と実施
　③CSR、メディア・ユニバーサルデザイン活動の推進、ＭＵ
　　Ｄコンペやセミナーの実施、ＣＳＲの普及促進・啓発事業
　　の展開（関連資格取得活動含む）
（2）経営合理化委員会：組合のコスト節減につながる企画の
　実施
　①経営情報の「5S・見える化」による収益改善啓発セミ
　　ナーの企画運営
　②IT活用による業務の合理化による生産性向上の推進
　③印刷技術・品質管理を通じた収益力向上事業の展開
　④ホワイトカラー改革による生産性向上と働き方改革の
　　推進
（3）組織活性委員会：支部の活性化促進と組合事業の浸透 

　①支部組織活性化と組合員充実(増強運動の展開等)
　②本部事業の組合員への浸透
　③本部事業への参加促進
　④各種共済制度の周知と加入促進運動の推進
　⑤アドビ特別ライセンスプログラムの推進
　⑥ＥＴＣ・自販機・デマンド・ＬＥＤの推進
　⑦献血運動の支援
（4）交流サービス委員会：組合員交流とサービス提供による
　組合価値向上
　①全印工連既存事業の推進（組織活性担当事業除く）
　②制度教育事業の展開
　　オフセット印刷作業技能検定・DTP作業技能検定
　③環境・JPPS関連資格の取得・登録セミナーの開催
　④法律・税制・労務（雇用・労働安全問題等の対応）無料相
　　談運営とセミナーの実施
　⑤組合員相互の交流・福利厚生事業の提供
（5）例会運営委員会：例会を通じたコミュニケーション力の
　強化
　①組合員例会の企画運営・実施
　②組合情報の発信と浸透
　③組合員の声の収集・フィードバック
　④関連業界とのコラボレーションの推進
　⑤官公需対応
（6）広報委員会：組合の対外・対内コミュニケーション力の強化
　①広報誌「PRI・O」の発行

　②広報誌「PRI・O」広告の募集と関連団体情報の展開
　③ホームページの活用と推進
　④ダイバーシティの推進
3. 情報提供活動の推進
4. 各種相談（法律・労務・税務）窓口の充実
5. JP情報・印刷産業展の運営支援
6. 大阪青年印刷人協議会との連携：青年部の活性化と人材
　 育成
　①次世代人材の発掘と親会への誘導サポート
7. （公社）日本印刷技術協会との事業連携推進
8.  関係団体への行事参加と連携
（１）（一社）日本印刷産業連合会
（２）全日本印刷工業組合連合会
（３）近畿地区印刷協議会
9. 関連業界との連携と推進
（１）高野山印刷産業人納骨塔奉讃会
（２）長寿会
10. 金融事業について
・本年度は金融事業を休止する。但し、組合員から申し出が
　あった場合は臨時総代会を開催し、内容を検討する。

平成30年度 各委員会実施事業（案）
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大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
の
平
成
30

年
度
通
常
総
代
会「
講
演
会
」が
5
月

23
日（
水
）午
後
4
時
30
分
よ
り
、都

島
区
の
太
閤
園
迎
賓
館「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ホ
ー
ル
」に
て
、約
1
6
0
名
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。講
師
は
、京
都

産
業
大
学
名
誉
教
授
の
所
功
氏
で
、

「
こ
れ
か
ら
の
皇
室
と
元
号
」の
題
目

で
講
演
が
あ
っ
た
。

　
来
年
の
4
月
30
日
を
も
って
平
成
は

終
わ
り
、5
月
1
日
か
ら
新
元
号
が
始

ま
る
。新
し
い
元
号
は
来
年
の
2
月
以

降
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
発
表
さ
れ

る
。そ
し
て
5
月
1
日
か
ら
新
元
号
が

施
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
なって
い
る
。

　
私
自
身
も
と
も
と
平
安
時
代
の
研

究
を
し
て
き
た
。西
暦
9
0
1
年
が
重

要
な
境
目
の
年
で
、延
喜(

え
ん
ぎ
）と

い
う
元
号
に
な
っ
た
。な
ぜ
そ
の
よ
う
な

元
号
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
今

か
ら
50
年
ほ
ど
前
に
研
究
の
対
象
に
し

て
い
た
。そ
の
後
、昭
和
54
年
に
元
号

法
と
い
う
法
律
が
で
き
た
。そ
の
当
時
、

文
部
省(

現
：
文
部
科
学
省
）に
勤
務

し
て
い
た
の
で
、若
干
の
関
わ
り
が
あ

り
、そ
れ
以
来
、元
号・年
号
研
究
に
か

か
わって
い
る
。

　
元
号
法
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、以

後
の
元
号
は
政
府
が
責
任
を
も
って
決

め
る
。天
皇
が
御
代
り
に
な
っ
た
ら
、元

号
を
改
め
る
と
い
う
こ
と
が
法
律
で
明

確
に
なっ
た
。

　
天
皇
陛
下
は
、慶
応
義
塾
大
学
塾

長
を
経
て
、皇
太
子（
現
天
皇
）の
教
育

係
に
就
任
し
た
小
泉
信
三
氏
よ
り
、

「
常
に
相
手
の
顔
を
見
て
も
の
を
聞

き
、常
に
相
手
の
顔
を
見
て
も
の
を
言

う
」と
い
う
教
育
を
受
け
ら
れ
て
、そ
れ

を
実
践
さ
れ
て
い
る
。阪
神
淡
路
大
震

災
、東
日
本
大
震
災
の
際
、被
災
地
に

行
か
れ
た
と
き
に
も
、被
災
者
に
対
し

て
そ
の
よ
う
に
接
し
て
お
ら
れ
た
。

　
天
皇
は
日
本
国
の
象
徴
と
し
て
、日

本
国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
、何
を
す

れ
ば
い
い
の
か
、何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
て

長
年
やって
こ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、天
皇
陛
下
は
、平
成
15
年

に
前
立
腺
が
ん
の
手
術
、平
成
24
年
に

心
臓
の
バ
イ
パ
ス
手
術
を
受
け
ら
れ
て

い
る
。ま
た
昭
和
8
年
生
ま
れ
で
、ご
高

齢
で
あ
り
、皇
后
陛
下
も
天
皇
陛
下
よ

り
1
歳
年
下
で
ご
高
齢
で
あ
る
。天
皇

の
行
事
は
大
変
多
く
、負
担
が
大
き

い
。ま
た
、数
年
先
ま
で
公
務
の
予
定

が
入
る
。こ
れ
ら
を
鑑
み
、陛
下
ご
自

身
が
、今
ま
で
の
よ
う
に
公
務
を
で
き

る
か
ど
う
か
不
安
に
な
り
、ビ
デ
オ
で

ご
自
身
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

　
来
年
は
国
儀
と
し
て
4
月
30
日
に

退
位
の
儀
、そ
し
て
10
月
22
日
に
即
位

の
礼
が
行
わ
れ
る
。国
内
外
に
明
確
に

す
る
た
め
の
重
要
な
儀
式
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、11
月
中
旬
に
は
皇
位
継
承

に
あ
た
っ
て
、大
嘗
祭（
だ
い
じ
ょ
う
さ

い
）が
行
わ
れ
る
が
、こ
の
新
嘗
祭（
に
い

な
め
さ
い
）に
は
、各
都
道
府
県
か
ら
米

と
粟
が
献
上
さ
れ
る
。当
然
天
候
に
よ

り
、米
不
作
の
年
が
あ
る
こ
と
も
あ
る

が
、昔
か
ら
、米
が
と
れ
な
か
っ
た
年
は

粟
を
食
べて
飢
え
を
凌
い
だ
り
し
て
き

た
の
で
、粟
も
重
要
な
食
物
で
あ
る
と

い
う
考
え
か
ら
、米
と
いっ
し
ょ
に
粟
も

献
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ

が
、日
本
人
の
生
き
る
術
で
あ
り
、日

本
の
文
化
で
あ
る
。

　
今
現
在
、新
し
い
元
号
は
、か
な
り

絞
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。元
号
に
つ
い
て

は
、は
っ
き
り
と
し
た
根
拠
が
あ
る
こ

と
。国
民
の
理
想
を
あ
ら
わ
す
の
に
相

応
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。2
文
字
で

あ
る
こ
と
。読
み
や
す
い
こ
と
。書
き
や

す
い
こ
と
。会
社
名
、店
の
名
前
に
使

用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
諸
条
件
が

あ
る
。こ
れ
ま
で
は
、中
国
の
有
名
な
書

物
か
ら
選
定
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

日
本
書
紀
な
ど
日
本
の
書
物
か
ら
選

定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。ま
た
、日
本
の
未
採
用
年
号
候
補

の
5
2
4
個
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
可

能
性
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
報
告
／
例
会
運
営
委
員
会  

長
野
陽
一
）

「講演会」 
これからの皇室と元号

講師：京都産業大学名誉教授   所 功氏
開催：平成30年5月23日（水） 午後4時30分～  太閤園迎賓館「ダイヤモンドホール」

平成30年度 通常総代会（第2部）

講師の所氏

質疑応答
質問：日本以外で、元号制度をとっている国はあるか？
回答：過去には元号を使用した国はあったが、今現在、
元号を使用している国は日本だけである。西暦645
年の大化に使用が始まり、西暦701年の大宝のとき、
中国をはじめとした外国に元号の使用を認めさせた。

質問：来年、皇太子の誕生日は2月23日で5月1日に天
皇が変わることによって、天皇誕生日がなくなること
になる。現天皇陛下の12月23日の誕生日の祝祭日は
先生個人はどのような名前が良いと考えるか？
回答：今の天皇陛下のご意向が重要である。陛下は
「すべての役割と責任を皇太子に譲りたい。自分は皇
后とともにおもてに出ない」と言われている。上皇に
なられてから、私的な活動をされる予定である。再来
年の2月23日は天皇誕生日として祝日になることは、
間違いない。12月23日は祝日ではなくなるというの
が、原則論として理解されているところである。
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大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
の
平
成
30

年
度
通
常
総
代
会「
情
報
交
換
会
」

が
、5
月
23
日(

水)

午
後
6
時
よ
り
都

島
区
の
太
閤
園
別
館｢

ガ
ー
デ
ン
ホ
ー

ル｣

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
例
会
運
営
委
員
会
奥
村
幹
事
の
司

会
で
開
始
。作
道
理
事
長
の
挨
拶
が
あ

り
、｢

先
ほ
ど
の
総
代
会
に
お
い
て
、理

事
長
を
拝
命
し
た
。今
後
2
年
間
頑

張
っ
て
い
く
。厳
し
い
状
況
で
あ
る
の

で
、な
ん
と
か
こ
の
業
界
を
良
く
し
て

い
き
た
い
。皆
さ
ま
に
有
用
な
コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
供
し
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強

化
を
さ
ら
に
追
求
し
て
い
き
た
い
。そ

こ
で
今
期
新
し
く
、組
織
活
性
委
員
会

を
立
ち
上
げ
た
。本
部
と
支
部
の
連
携

を
よ
り
強
化・強
固
に
す
る
の
が
こ
の

委
員
会
の
ね
ら
い
で
あ
る
。支
部
と
いっ

し
ょ
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。今
後
の

例
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、情
報

を
享
受
し
て
い
た
だ
き
た
い｣

と
の
話

が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、大
阪
府
商
工
労
働
部
中

小
企
業
支
援
室
も
の
づ
く
り
支
援
課

課
長
竹
田
謙
二
様
よ
り
挨
拶
を
頂
戴

し
た
。次
に
、祝
電
の
披
露
が
あ
っ
た
。

乾
杯
の
発
声
は
、衆
議
院
議
員
宗
清

皇
一
様
よ
り
頂
戴
し
た
。

　
そ
の
後
、交
流
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、参

加
者
全
員
が
和
気
あ
い
あ
い
と
歓
談

し
、お
い
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

今
回
は
抽
選
会
を
設
け
、作
道
理
事
長

を
は
じ
め
、再
任
の
東
條
副
理
事
長
、

岡
本
副
理
事
長
、浦
久
保
副
理
事
長
、

新
任
の
山
崎
副
理
事
長
、松
本
副
理
事

長
計
6
名
が
抽
選
券
を
引
き
、当
選
さ

れ
た
6
名
に
焼
酎
を
贈
呈
し
た
。

　
そ
の
後
も
歓
談
が
続
き
、午
後
7
時

す
ぎ
に
岡
本
副
理
事
長
の
閉
会
挨
拶

と
大
阪
締
め
で
交
流
会
が
閉
会
し
た
。

（
報
告
／
例
会
運
営
委
員
会 

長
野
陽
一
）

「情報交換会」 
コミュニケーション強化をさらに追求

開催：平成30年5月23日（水） 午後6時～  太閤園別館「ガーデンホール」

平成30年度 通常総代会（第3部）

衆議院議員 宗清氏の乾杯発声

来賓挨拶 大阪府商工労働部中小企業支援室 竹田課長



「売り上げ拡大につながる
強みづくり」を支援

ＰＯＴＥＮＴＩＡＬ
（強みづくり）

　
主
旨・目
的

　

決
し
て
強
い
会
社
が
生
き
残
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。時
代
の
変

化
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ

る
な
か
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
で

は
情
報
伝
達
方
法
と
し
て
、デ
ジ
タ

ル
が
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
で
ア
ナ
ロ
グ
が

劣
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
学
び
、紙

媒
体
の
持
つ
利
点
や
魅
力
を
お
伝
え

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
自
社
の「PO

TEN
 

TIA
L

」強
み
づ
く
り
を
見
つ
け
て
い

た
だ
く
た
め
の
支
援
を
し
、各
社
が
印

刷
事
業
を
継
続・拡
大
し
て
、存
在
価

値
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
主
な
事
業

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
」

　
印
刷
業
に
軸
足
を
置
い
て
売
り
上

げ
を
伸
ば
す
に
は
、既
存
顧
客
を
ベ
ー

ス
と
し
て
新
商
品
あ
る
い
は
新
サ
ー

ビ
ス
を
拡
大
さ
せ
る
方
法
か
、既
存

商
品
ま
た
は
既
存
サ
ー
ビ
ス
を
ベ
ー

ス
と
し
て
新
規
顧
客
を
獲
得
す
る
方

法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

委
員
会
で
は
皆
さ
ま
の
会
社
が
ど

う
い
う
方
法
で
ど
こ
に
向
か
う
の
か

を
決
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。セ
ミ

ナ
ー
を
通
し
て
、ま
だ
気
づ
い
て
い
な

い
自
社
の
強
み
を
引
き
出
し
て
、船

長
で
あ
る
経
営
者
の
皆
さ
ま
が
ど
の

船
で
ど
こへ
向
か
う
か
を
決
め
て
い
た

だ
く
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
。

　
強
み
を
つ
く
る
と
は
、専
門
性
の
確

立
を
す
る
か
、独
自
性
を
確
立
し
て

高
い
参
入
障
壁
を
確
立
す
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。ひ
と
く
く
り
に
印
刷

会
社
と
いっ
て
も
業
態
や
規
模
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。セ
ミ
ナ
ー
が
組
合
員

企
業
す
べて
に
ピ
ッ
タ
リ
当
て
は
ま
る

か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、皆
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
意
見
を
反

映
さ
せ
る
つ
も
り
で
す
。

「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」

　

平
成
27
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」、そ
し
て
本

年
4
月
よ
り
の
障
害
者
雇
用
率
の

引
き
上
げ
、さ
ら
に
来
日
外
国
人
が

2
千
万
人
を
超
え
る
現
状
を
踏
ま

え
、情
報
産
業
に
携
わ
る
私
た
ち
印

刷
会
社
に
と
っ
て
社
会
の
要
請
は
も

と
よ
り
、顧
客
か
ら
の
要
望
も
多
様

化
、そ
し
て
深
化
し
て
い
ま
す
。

　

色
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
配
慮
に

始
ま
っ
た
M
U
D
も
そ
れ
ら
に
合
わ

せ
て
進
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。セ
ミ

ナ
ー
や
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョン
を
通
し
て
こ

れ
ら
の
情
報
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
、

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
他
社
と

の
差
別
化
を
図
り
、M
U
D
を
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に
加

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
事
業
承
継
事
業
」

　

事
業
承
継
が
社
会
問
題
に
な
って

い
ま
す
。大
阪
府
の
中
小
企
業
に
お

い
て
も
、60
歳
以
上
の
経
営
者
の
内
、

後
継
者
を
決
め
て
い
る
の
は
約
40
％

で
す
。

　
委
員
会
も
こ
れ
か
ら
情
報
収
集
が

主
な
活
動
に
な
り
ま
す
が
、成
功
事

例・失
敗
事
例
を
た
く
さ
ん
集
め
て

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
運
営
の
方
針
と
抱
負

　

組
合
員
企
業
の
内
75
％
が
従
業

員
数
20
人
以
下
で
す
。ま
た
、業
態

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。２
年
間
で
6
回

の
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、単
発
に
終
わ
ら
ず
連
続
性
の
あ

る
も
の
に
な
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

委員長
山本順也
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主
旨・目
的

　
日
本
の
印
刷
技
術
は
世
界
的
に
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

今
日
に
お
い
て
も
品
質
を
第
一
に
追

求
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、昨
今
の

経
済
市
場
の
流
れ
に
お
い
て
コ
ス
ト
削

減
が
最
重
要
で
あ
る
と
お
客
さ
ま
か

ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
品
質

を
落
と
さ
ず
コ
ス
ト
削
減
」、こ
の
目

的
の
達
成
を
我
々
印
刷
会
社
は
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
経
営
合
理
化
委
員
会
で
は
お
客
さ

ま
の
要
望
に
応
え
る
た
め
の
方
法「
コ

ス
ト
削
減
」「
印
刷
技
術
力
向
上
」

「
品
質
管
理
」を
追
求
し
て
い
き
、組

合
員
の
皆
さ
ま
に
企
業
と
し
て
収
益

向
上
の
推
進
に
つ
な
が
る
情
報
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
主
な
事
業

①
経
営
情
報
の「
５
S・見
え
る
化
」

　
に
よ
る
収
益
改
善
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

　
の
企
画
運
営

②
I
T
活
用
に
よ
る
業
務
の
合
理
化

　
に
よ
る
収
益
性
向
上
の
推
進

③
印
刷
技
術・品
質
管
理
を
通
じ
た

　
収
益
力
向
上
事
業
の
展
開

④
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
改
革
に
よ
る
生

　
産
性
向
上
と
働
き
方
改
革
の
推
進

　
4
つ
の
事
業
目
的
の
遂
行
を
目
指

し
、今
期
基
本
方
針「
収
益
を
生
み

出
す
仕
組
み
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
組

合
員
の
皆
さ
ま
に
有
益
な
情
報
発
信

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。事
業
目
的・

有
益
性・結
果
を
絶
え
ず
検
証
し
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
運
営
の
方
針
と
抱
負

　

今
年
、7
月
に
I
G
A
S
が
開
催

さ
れ
ま
す
。印
刷
技
術
の
先
端
を
学

ぶ
機
会
で
あ
り
ま
す
。従
来
の
印
刷

の
枠
を
越
え
た
取
り
組
み
も
必
要
と

な
っ
て
き
て
お
り「
変
化
」が
求
め
ら

れ
る
時
代
で
す
。そ
の
一つ
の
方
法
と

し
て
組
合
員
同
士
の
協
業
、コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
考
え
ま
す
。お

互
い
の
得
意
分
野
を
絞
り
集
中
し
、

進
め
る
方
法
が
最
善
だ
と
思
い
ま

す
。今
世
間
で
求
め
ら
れ
て
い
る
物
は

何
か
？
を
敏
感
に
察
知
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。印
刷
現
場
に

お
い
て
社
員
の
高
齢
化
、若
者
の
人

材
不
足
、技
術
の
伝
承
問
題
な
ど
よ

く
耳
に
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
問
題
に
も

皆
さ
ま
方
に
、情
報
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
期
経
営
合
理
化
委
員
会
で
は

3
つ
の
事
業
計
画
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。組
合
員
企
業
に
役
立
つ
事
業

を
実
践
さ
れ
て
い
る
会
社
見
学
と
役

立
つ
情
報
を
発
信
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。会
社
見
学
で
は
実
際
に
運
営

状
況
に
触
れ
て
い
た
だ
き
自
社
の
今

後
の
経
営
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。当
委
員
会
17
名

の
メ
ン
バ
ー
は
各
社
得
意
分
野
が
多

種
多
様
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。お

互
い
知
恵
を
出
し
合
い
魅
力
あ
る
事

業
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。多
く

の
組
合
員
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

委員長
石川泰雄

「収益を生み出す仕組みづくり」をテーマに
組合員の皆さまへ情報発信

新 体 制特 集 経営合理化委員会 ＰＲＯＦＩＴ
（収益づくり）

委員会風景

第7回 MUDグランプリ 大阪府知事賞「知っておきたい！公衆電話」

セミナー風景

セミナー風景
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マーケティング委員会



共済事業の周知と加入促進、各種メリット事業の
拡大と組合員へのサービス向上

　
主
旨・目
的

　
今
年
度
か
ら
従
来
の
組
織
サ
ー
ビ

ス
委
員
会
が
２
つ
に
分
れ
組
織
活
性

委
員
会
と
交
流
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

組
織
活
性
委
員
会
で
は
、支
部
組

織
活
性
化
と
組
合
員
増
強
運
動
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

●
各
支
部
で
の
共
通
の
課
題
や
組
合

員
増
強
に
つ
な
が
る
情
報
提
供
、支
部

間
の
交
流
合
併
問
題
な
ど
支
部
と
し

て
の
共
通
の
悩
み
事
に
つ
い
て
意
見
交

換
の
場
と
事
例
を
提
供
し
ま
す
。

●
組
合
員
企
業
の
宣
伝
や
相
互
交

流
を
通
じ
て
協
同
事
業
の
チ
ャ
ン
ス

が
生
ま
れ
、今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
新

規
製
品
、市
場
開
拓
、品
質
改
善
、納

期
短
縮
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

●
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ス
ト
削
減
メ
ニュ
ー
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

　
組
合
員
メ
リ
ッ
ト

①
全
印
工
連
特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ロ

　
グ
ラ
ム
事
業
の
推
進

　

A
dobe

ラ
イ
セ
ン
ス
ソ
フ
ト
を
団

体
で
割
安
に
契
約
で
き
ま
す
。

　

Illustrator

等
の
ソ
フ
ト
を
使
用

さ
れ
て
い
る
組
合
員
な
ら
確
実
に
経

費
削
減
が
で
き
ま
す
。

②
E
T
C・省
エ
ネ
支
援
シ
ス
テ
ム・

　
L
E
D
照
明
導
入
の
推
進

　

組
合
を
通
じ
て
E
T
C
カ
ー
ド
を

導
入
さ
れ
る
と
高
速
道
路
の
通
行
料

金
が
さ
ら
に
割
引
さ
れ
ま
す
。

　

省
エ
ネ
支
援
シ
ス
テ
ム
は
印
刷
現

場
で
使
用
電
力
量
の
削
減
を
実
現

し
ま
す
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
、初
期
投
資
な
し

で
導
入
い
た
だ
け
ま
す
。

③
各
種
共
済
制
度
の
加
入
促
進
運

　
動
の
推
進

⑴
生
命
共
済・傷
害
保
険
な
ど
の
団

　
体
契
約
の
も
と
安
価
で
補
償
の
大

　
き
な
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

⑵
生
命
共
済
は
加
入
審
査
も
簡
易

　
で
新
規
加
入
は
７0
歳
ま
で
で
、継

　

続
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
と
補
償

　
は
７5
歳
ま
で
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

企
業
が
掛
金
を
負
担
す
れ
ば
全

　
額
損
金
処
理
で
き
ま
す
。

⑶
災
害
補
償
は
労
災
保
険
だ
け
で
は

　

不
足
す
る
補
償
金
の
支
払
い
の
負

　

担
か
ら
企
業
を
守
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

⑷
せ
つ
び
共
済
は
機
械
保
険
と
比
べ

　
て
も
大
幅
に
割
安
の
掛
金
で
設
備

　

事
故
が
発
生
し
て
も
修
理
代
が

　

支
払
わ
れ
る
た
め
安
定
経
営
に
役

　
立
ち
ま
す
。

⑸
そ
の
ほ
か
医
療・が
ん
共
済
、経
営

　
者
保
険
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

委員長
山形勇仁

委員長
川畑利之

　
主
旨・目
的

　
今
年
度
か
ら
従
来
の
組
織
サ
ー
ビ

ス
委
員
会
が
組
織
活
性
委
員
会
と

交
流
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
に
独
立
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

交
流
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
で
は
、組

合
員
相
互
の
交
流
、雇
用・労
働
安

全
管
理
な
ど
労
務
関
連
事
業
お
よ

び
環
境
関
連
事
業
、制
度
教
育
事
業

（
各
種
技
能
検
定
、営
業
士
講
座
等
）

を
柱
と
し
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
主
な
事
業・運
営
の
方
針
と
抱
負

◆
交
流
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
は
、

　
福
利
厚
生
、環
境・労
務
、制
度
教
育
を

　
担
当
し
ま
す
。

⑴
組
合
員
への
サ
ー
ビ
ス
提
供

・組
合
員
相
互
の
福
利
厚
生
事
業
の

　
推
進
を
行
い
ま
す
。経
営
者
だ
け
で

　
は
な
く
、社
員
の
家
族
も
参
加
で
き

　
る
レ
ク
リ
エ
ー
ション
な
ど
団
体
だ
か

　
ら
こ
そ
の
行
事
を
開
催
し
ま
す
。過

　
去
の
実
績
と
し
て
プ
ロ
野
球
観
戦
、

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、

　
Ｊ
リ
ー
グ
サ
ッ
カ
ー
観
戦
、地
引
き

　
網
大
会
な
ど
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ

　
ら
の
行
事
を
通
じ
て
、組
合
員
相
互

　
の
親
睦
、ご
家
族
と
の
絆
、新
規
加
入

　
組
合
員
への
加
入
促
進
へ
と
つ
な
げ

　
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・法
律・税
務・労
務（
雇
用
労
働
安
全

　
問
題
等
の
対
応
）の
無
料
相
談
や
、印

　
刷
会
社
に
お
け
る
事
故
や
健
康
被

　
害
、各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
例
な
ど
を

　
通
じ
て
労
務
管
理
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

　
ス
の
重
要
性
を
詳
し
く
解
説
す
る
労

　
務
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

⑵
環
境
関
連
情
報
の
提
供
及
び
資

　
格
取
得・登
録
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定
制

　
度（
Ｇ
Ｐ
）、環
境
推
進
工
場
登
録
、

　
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｓ（
日
本
印
刷
個
人
情
報
保

　
護
体
制
認
定
制
度
）な
ど
の
紹
介
、

　
取
得
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
環
境
整
備
に
必

　
要
な
情
報
を
提
供
い
た
し
ま
す
。印

　
刷
会
社
向
け
の
環
境
認
定
制
度
、Ｇ

　
Ｐ
の
取
得
は
環
境
配
慮
会
社
と
し

　
て
得
意
先
か
ら
の
認
識
が
向
上
し
ま

　
す
。

⑶
制
度
教
育
事
業
の
展
開

・オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
作
業
技
能
検
定
、

　
Ｄ
Ｔ
Ｐ
技
能
検
定
な
ど
を
実
施
し

　
ま
す
。社
員
の
能
力
評
価
と
し
て
資

　
格
取
得
に
有
効
な
方
法
で
す
。社
員

　
に
と
っ
て
も
目
標
と
な
り
励
み
と
な

　
り
ま
す
。　

組合員交流とサービス提供による
組合価値向上

新 体 制特 集 新 体 制特 集

プロ野球観戦

委員会 

共済パンフレット ETCコーポレートカード 

Ｊリーグ観戦

地引き網＆バーベキュー

支部対抗ゴルフ大会

JPPS（日本印刷個人情報保護体制認定制度）セミナーDTP作業技能検定

交流サービス委員会 組織活性委員会

Adobe夏の陣
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PROMOTION
（組織づくり）

ＰＥＲＦＯＲＭＡＮＣＥ
（サービス向上）



　
主
旨・目
的

　
２
年
前
よ
り
新
し
い
委
員
会
と
し

て
発
足
し
た
例
会
運
営
委
員
会
は
、

組
合
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
有
益
な
情

報
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
組
合
の
皆
さ
ま

に
伝
達
す
る
と
と
も
に
、多
様
な
参

画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
組
合・組
合

員
企
業
の「
存
在
価
値
を
高
め
る
た

め
の
変
化
を
支
援
す
る
」場
と
し
て

運
営
し
て
い
き
ま
す
。

①
組
合
員
に
対
し
て
ダ
イ
レ
ク
ト
に

　

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
の
活
動

　
や
今
後
の
企
画
、施
策
な
ど
の
情

　

報
提
供
お
よ
び
各
種
参
画
プ
ロ
グ

　
ラ
ム
の
提
供

②
組
合
と
組
合
員
間
の
双
方
向
コ

　
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
並
び
に
組
合
員

　
間
の
情
報
交
換
の
活
性
化

　
こ
の
２
点
を
主
た
る
目
的
と
し
ま

　
す
。

　
主
な
事
業

①
年
間
３
回
の
組
合
員
例
会
の
企

　

画・運
営・実
施（
７
月
、１１
月
、３

　
月
に
開
催
予
定
）

②
関
連
業
界
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン

　
の
推
進

③
組
合
員
の
声
の
収
集
・フ
ィ
ー
ド

　
バッ
ク

④
官
公
需
対
応

　
運
営
の
方
針
と
抱
負

　

例
会
運
営
委
員
会
は
、冒
頭
に
も

申
し
上
げ
た
と
お
り
、①
す
べて
の
組

合
員
の
皆
さ
ま
へ
組
合
並
び
に
各
委

員
会
か
ら
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
大
切
な

情
報
を
発
信
す
る
例
会
で
あ
る
こ
と
、

②
作
道
理
事
長
の
熱
い
思
い
が
ス
ト

レ
ー
ト
に
伝
わ
る
例
会
で
あ
る
こ
と
、

③
組
合・組
合
員
企
業
の
市
場
に
お

け
る
存
在
価
値
を
高
め
る
各
種
参
画

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
例
会
で
あ

る
こ
と
、④
組
合
員
同
士
や
各
メ
ー

カ
ー・ベ
ン
ダ
ー
様
と
の
交
流
と
親
睦

が
活
発
に
行
わ
れ
る
例
会
で
あ
る
こ

と
、⑤
組
合
員
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
組
合
員
の
拡
大
に
役
立
つ
例
会
で

あ
る
こ
と
を
使
命
と
捉
え
て
、「
組
合

員
の
皆
さ
ま
の
参
画
」、「
親
切
、丁
寧

な
例
会
運
営
」を
心
掛
け
て
い
き
ま

す
。ま
た
、官
公
需
に
関
す
る
全
日
本

印
刷
工
業
組
合
連
合
会
の
取
り
組
み

を
発
信
し
、業
界
地
位
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
業
界
内
、各
支
部

内
、ま
た
組
合
員
同
士
で
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
や
取
り
引
き
が
行
わ
れ
、

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
強
化
や
信

頼
関
係
で
結
ば
れ
た
絆
へ
と
発
展
し
、

組
合・組
合
員
企
業
の
存
在
価
値
を

高
め
る
こ
と
に
寄
与
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
機
動
力
の
あ
る
広
報
活
動
を
推
進

し
、情
報
取
集
お
よ
び
事
業
の
参
加

推
進
に
つ
な
げ
、回
を
重
ね
る
ご
と
に

進
化
す
る
例
会
を
目
指
し
２
年
間
、

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
切
磋
琢
磨
し
、よ

り
よ
い
例
会
運
営
を
心
が
け
て
い
き

ま
す
。今
後
と
も
ご
支
援・ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

委員長
家田裕光

組合員の皆さまの
『想いをつなげる』広報活動

　
主
旨・目
的

　

広
報
委
員
会
は
、組
合
員
の
皆
さ

ま
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
稿
記
事
や
業

界
の
有
益
な
情
報・新
し
い
技
術
革

新
な
ど
、多
く
の『
想
い
を
伝
え
る
』

た
め
の
活
動
を
行
って
い
ま
す
。今
後

も
多
様
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ

の
充
実
を
図
り
、組
合
内
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、対
外
的
に
も
業
界
の
情

報
を
発
信
し
て
い
き
、印
刷
関
連
か

ら
他
業
種
の
方
へ々
も
印
刷
業
界
の

進
歩
を
幅
広
く
伝
え
て
い
け
る
よ
う

な
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。今
後
も
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
の
ス
ピ
ー
ド
化
に
伴
う
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
整
え
る
た
め
、今
後
も
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
集
め
、無
駄
の
な
い

情
報
配
信
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、こ

の
度
働
き
方
改
革（
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
）の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
主
な
事
業

①
広
報
誌「
P
R
I・O
」の
発
行

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
と
効
果
的

　
な
活
用

③
組
合
員
企
業
並
び
に
関
連
団
体

　
情
報
の
展
開

④
対
外
的
広
報
活
動
の
推
進

⑤
働
き
方
改
革（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）

　
の
推
進

⑥
各
種
イ
ベン
ト
の
運
営

　
　
運
営
の
方
針
と
抱
負

　

広
報
委
員
会
は
、地
味
で
は
あ
り

ま
す
が
年
中
活
動
し
て
い
る
委
員
会

で
す
。組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
有
益
な

内
容
を『
早
く
』『
正
確
に
』『
多
く

の
』情
報
が
伝
わ
る
よ
う
、日
々
発
信

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
広
報
誌「
P
R
I・O
」は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
の
情
報
配
信
方
法
を
見
直
し
、各

委
員
会・大
青
協
な
ど
の
活
動
を
こ

ま
め
に
更
新
し
、多
く
の
方
へ々い
ち

早
く
お
伝
え
で
き
る
工
夫
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
か
ら
は
組
合
内
外
を

問
わ
ず
、多
く
の
方
へ々
印
刷
業
界
の

情
報
を
発
信
し
て
い
き
、直
接
仕
事

に
結
び
つ
く
、リ
ア
ル
な
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

や
、広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
方
へ々

広
告
価
値
の
向
上
を
図
る
魅
力
の
あ

る
広
報
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
広
報
委
員
会
の
新

た
な
事
業
と
し
て
行
う
働
き
方
改
革

（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）の
推
進
に
つ
い
て

は
、今
後
、情
報・内
容
が
ま
と
ま
り

次
第
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、広
報
委
員
会
で
は
、毎
年
の

恒
例
行
事
と
し
ま
し
て「
天
神
祭
奉

納
花
火
鑑
賞
会
」や「
年
男
座
談
会
」

な
ど
旬
な
行
事
や
女
性
の
参
加
推
進

の
た
め
に「
女
子
会
」も
執
り
行
って
お

り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、広
報
誌「
P
R
I・

O
」は
、『
大
阪
の
印
刷
』か
ら
刷
新
し

7
年
目
に
な
り
ま
し
た
。組
合
内
外

を
問
わ
ず
、多
く
の
皆
さ
ま
に
大
変

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ひ

と
重
に
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
寄

稿
記
事
、支
部
活
動・委
員
会
活
動

を
し
て
い
た
だ
い
て
る
方
々
、広
告
ス

ポ
ン
サ
ー
企
業
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

支
援・ご
協
力
の
賜
物
だ
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ

く『
想
い
』を
多
く
の
方
々
に『
伝
え

る
』そ
し
て『
つ
な
げ
る
』広
報
活
動
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も

ご
支
援・ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委員長
木原浩二

新 体 制特 集新 体 制特 集 ＰＵＢＬＩＣ ＲＥＬＡＴＩＯＮS
（双方向コミュニケ―ション）

ＰＵＢＬＩＣ ＲＥＬＡＴＩＯＮS
（コミュニケ―ション力強化）

例会を通じた
コミュニケーション力の強化

広報委員会 例会運営委員会

大印工組ホームページ広報誌「PRI・O」

広報委員会 編集会議

天神祭奉納花火鑑賞会
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◆
6
月
定
例
会
報
告

15 14

8
月
定
例
会
は
8
月
7
日（
火
） 18
：
30
〜
大
青
協
見
学
希
望
の
方
は

大
印
工
組
・
平
塚
ま
で

（
０
６

－

６
３
５
３

－

３
０
３
５
）

　

今
期
３
回
目
の
大
阪
青
年
印
刷
人
協
議
会
の

定
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
ず
大
阪
中
小
企
業

青
年
中
央
会
の
参
加
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。タ
タ

ミ
や
テ
ン
ト
な
ど
の
中
小
規
模
の
組
合
４４
社
の
参

加
が
あ
り
、単
独
単
位
の
業
界
組
合
で
は
活
動
が

難
し
い
た
め
に
協
力
体
制
を
取
り
な
が
ら
運
営
を

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。今
後
も
大
阪
青
年
印
刷

人
協
議
会
は
他
部
や
他
団
体
な
ど
と
の
発
展
性
の

あ
る
交
流
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

　
５
月
12・13
日
に
行
わ
れ
た
全
青
協
０
会
議
の

報
告
で
は
渡
辺
議
長・山
本
直
前
議
長
か
ら
、今
後

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
京
都
の
妙
心
寺
で
行
わ
れ
た
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス・座
禅
体
験
に
関
し
て
の
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
活
動
の
進
捗
状
況
で
は
大
阪
府
印
刷
工

業
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
活
動
報
告
が
で
き

る
よ
う
大
青
協
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、今
後
は
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
と
も
連
動
さ
せ
議
員
紹
介
や
イ
ベ
ン
ト

告
知
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
近
畿
ブ
ロッ
ク
協
議
会
の
開
催
は
10
月
13
日（
土
）

に
神
戸
に
て
行
わ
れ
る
予
定
で
、会
場
と
懇
親
会
場

に
関
し
て
は
青
楠
会
に
手
配
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
キ
ッ
ク
オ
フ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
平
成
31
年
１
月

26
日(

土)

に
予
定
し
て
お
り
場
所
は
あ
べ
の
ハ
ル

カ
ス
な
ど
を
候
補
と
し
て
い
ま
す
。テ
ー
マ
に
関
し

て
は
８
月
中
に
決
定
の
予
定
で
す
。渡
辺
議
長
よ

り
課
題
が
あ
り
キ
ッ
ク
オ
フ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

テ
ー
マ
を
考
え
て
い
く
う
え
で
参
考
に
な
る
書
籍

を
議
員
全
員
が
６
月
中
に
読
み
、内
容・論
点
を
簡

潔
に
ま
と
め
た
も
の
を
提
出
し
ま
す
。

　
今
期
よ
り
加
入
さ
れ
た
新
人
議
員
の
会
社
見
学

を
今
後
行
う
予
定
で
す
。日
時
は
未
定
で
す
が
有

限
会
社
デ
ィ
ー
テ
ィ
ー
ピ
ー
セ
ン
タ
ー
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

大
阪
青
年
印
刷
人
協
議
会
の
規
約
改
定
案
に

関
し
て
の
話
し
合
い
は
メ
ー
カ
ー・商
社
の
参
加
に

つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
、大
青
協
は
大
阪
印
刷

業
界
の
発
展
を
考
え
る
組
織
で
あ
る
と
い
う
基
本

理
念
の
再
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
30
分
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
イ
ソ
ッ
プ
企
画
の

児
島
議
員
よ
り「
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
」に
関
し

て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。E
C
サ
イ
ト
で
の
ニ
ッ

チ
な
市
場
に
参
入
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
や
立
ち

上
げ
ま
で
の
過
程
を
聞
く
こ
と
が
で
き
大
変
勉
強

開
催
日
時
／
6
月
5
日（
火
） 

18
時
30
分
〜

場　
　
所
／
大
阪
印
刷
会
館 

４
階

参
加
人
数
／
22
名
＋
事
務
局
2
名

新
し
い
仲
間
が
増
え
ま
し
た

本
部 

推
薦
議
員

松
山 

裕
馬

株
式
会
社
モ
ト
ヤ

　
本
年
４
月
よ
り
大
青
協
メ
ン
バ
ー
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
株
式
会
社
モ
ト
ヤ

の
松
山
と
申
し
ま
す
。

　
４
月
よ
り
定
例
会
、交
流
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ま
と
の
交
流
を
通
し
て
色
々
と
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
入
社
以
来
営
業
職
に
携
わ
り
、お
客
さ

ま
に「
儲
け
て
い
た
だ
く
提
案
」が
で
き
る
よ
う

日
々
励
ん
で
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
大
青
協
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

大
青
協
の
活
動
を
通
じ
て
積
極
的
に
皆
さ

ま
と
交
流
を
深
め
て
い
き
自
分
自
身
が
成
長
で

き
る
よ
う
、ま
た
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま

だ
不
慣
れ
な
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
６
月
１８
日
７
時
5８
分
突
然
そ

の
地
震
は
発
生
し
た
。私
が
体
験
し
た
２
度

目
の
強
い
地
震（
大
阪
北
部
地
震
）で
す
。

１
度
目
は
阪
神
淡
路
大
震
災
で
そ
の
時
、

私
は
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
の
で
す
が
凄
い

恐
怖
を
心
に
植
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
大
人
に
な
り
地
震
を
受
け
、改
め
て

地
震
対
策
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
た
の

で
、防
災
対
策
に
つ
い
て
５
つ
の
項
目
で
ま

と
め
ま
し
た
。

①
家
庭
で
の
防
災
会
議

　
大
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
、家
族
全
員
が

慌
て
ず
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
、家
族
で
話

し
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。家
の
中
で
ど
こ

が
一
番
安
全
か・救
急
医
薬
品
や
火
気
な
ど

の
点
検・避
難
場
所
、避
難
路
は
ど
こ
か・非

常
用
の
持
ち
出
し
袋
を
ど
こ
に
保
管
し
、だ

れ
が
持
ち
出
す
か
な
ど
家
族
で
話
し
合
い

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
家
の
補
強
家
具
な
ど
の
転
倒・落
下
防
止

　
柱
、土
台
、屋
根
瓦
な
ど
を
点
検
し
て
、老

朽
化
し
て
い
る
箇
所
は
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
阪
市
で
は
民
間
戸
建
住
宅
等
の
耐
震

診
断・改
修
等
補
助
金
制
度
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で（
補
助
条
件
あ
り
）参
考
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

家
の
中
の
家
具
の
転
倒
な
ど
は
大
変
危

険
で
す
。し
っ
か
り
固
定
し
ま
し
ょ
う
。私
は

固
定
に
突
っ
張
り
棒
や
耐
震
パ
ッ
ド（
自
社

製
品
）を
使
っ
て
固
定
し
て
お
り
、寝
室
に
は

家
具
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
塀
へ
の
注
意

　

今
回
の
地
震
で
も
被
害
が
出
て
い
ま
す

が
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
に
な
っ
て
大
き
な

被
害
が
で
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
施

工
上
の
欠
陥
が
あ
る
も
の
も
多
く
報
告
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。自
宅
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
あ
る
場
合
は
点
検
、自
宅
の
周
り
で
そ
の
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白
石 

陽
一

白
石
封
筒
工
業
株
式
会
社

「
防
災
対
策
」 に

な
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
後
は
場
所
を
変
え
、近
隣
の「
漁
火
」で

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。今
期
よ
り
参
加
し
た
議

員
と
も
業
務
内
容
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
し
懇
親

を
深
め
る
有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

（
報
告
者 

清
水
善
幸
）

よ
う
な
場
所
が
あ
る
場
合
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

④
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

　

救
援
物
資
な
ど
が
届
く
に
は
数
日
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。１
人
７
日
分
程
度
の

食
糧・飲
料
水
な
ど
の
備
蓄
を
日
ご
ろ
か
ら

心
掛
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。充
電
し
た

ケ
ー
タ
イ
の
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
も
準
備

し
て
お
く
と
良
い
で
す
。

⑤
火
災
を
防
ぐ

　

地
震
に
よ
る
火
災
の
過
半
数
は
電
気
が

原
因
で
す
。地
震
が
引
き
起
こ
す
電
気
火
災

と
は
、地
震
の
揺
れ
に
伴
う
電
気
機
器
か
ら

の
出
火
や
、停
電
が
復
旧
し
た
と
き
に
発
生

す
る
火
災
の
こ
と
で
す
。電
気
火
災
対
策
に

は
、感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
が
効
果
的
で
す
。「
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
」は
、地
震
時
発
生
時
に
設
定

以
上
の
揺
れ
を
感
知
し
た
と
き
に
、ブ
レ
ー

カ
ー
の
電
気
を
自
動
で
止
め
て
く
れ
る
機
器

で
す
。不
在
時
や
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
避

難
す
る
余
裕
が
な
い
場
合
に
有
効
で
す
。

　

弊
社
で
は
自
社
製
品
で
転
倒
防
止
用
の

耐
震
パ
ッ
ド
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。興
味

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

耐震パッド
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平
成
28
年（
2
0
1
6
年
）8
月
、天
皇

陛
下
の
退
位
の
ご
意
向
が
発
表
さ
れ
て

2
年
近
く
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。今
日

ま
で
、皇
室
や
宮
内
庁
、政
府
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
機
関
が
天
皇
陛
下
の
退
位
、皇

太
子
殿
下
の
即
位
に
つ
い
て
、時
間
を
か
け

議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
政
府
は

今
年
4
月
3
日
、2
0
1
9
年
4
月
30
日

に「
退
位
礼
正
殿
の
儀（
退
位
の
日
）」を
、

5
月
1
日
に「
剣
璽（
け
ん
じ
）等
継
承
の

儀（
即
位
の
日
）」、10
月
22
日
に「
即
位
礼

正
殿
の
儀
」を
そ
れ
ぞ
れ「
国
事
行
為
」と

す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
は
一

気
に
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
が
、こ
れ
ら
の

「
国
事
行
為
」が「
祝
日
」と
さ
れ
る
に
は
、

さ
ら
に
祝
日
法
の
改
正
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
全
国
カ
レ
ン
ダ
ー
出
版
協
同
組
合
連

合
会
と
し
て
は
、こ
れ
以
上
製
造
を
ス

ト
ッ
プ
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
た
め
、

「
祝
日
未
定
日
の
表
記
」を
各
方
面
か
ら

の
見
解
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、表
記
方
法

を
決
定
し
、カ
レ
ン
ダ
ー・手
帳・暦
な
ど

の
す
べ
て
の
関
係
業
界
へ
情
報
開
示
し
、

表
記
統
一へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

表
記
方
法
の
ポ
イ
ン
ト
は

①「
国
事
行
為
」と
な
っ
た
３
つ
の「
祝
日

　
未
定
日
」の
日
付
玉
は
い
ず
れ
も
そ
の

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
平
日
色
と
す
る
。

②
4
月
30
日「
退
位
の
日
」、5
月
1
日

　「
即
位
の
日
」、10
月
22
日「
即
位
礼
正

　
殿
の
儀
」の
行
事
名
称
は
そ
の
名
称
の

　
前
に
日
の
丸（
国
旗
印
）を
入
れ
、カ
レ

　
ン
ダ
ー
の
祝
日
色
と
す
る
。

③
12
月
23
日
は「
平
成
の
天
皇
誕
生
日
」

　
と
し
、日
の
丸
を
入
れ
ず
に
、行
事
名

　
を
祝
日
色
で
表
記
す
る
。

④
で
き
る
だ
け
各
ペ
ー
ジ
に「
祝
日
な
ど

　
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
」と
の
説

　
明
文
を
入
れ
る
。

　
た
だ
、新「
元
号
」に
つ
い
て
は
、来
春

以
降
の
発
表
に
な
る
と
い
う
情
報
に
基
づ

き
、年
度
途
中
の
退
位
に
合
わ
せ
、「
平

成
」の
元
号
も
ほ
ぼ
入
れ
な
い
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
暦
や
カ
レ
ン
ダ
ー
は
歴
史
的
に
も
国
民

の
生
活
を
支
え
る
大
切
な
も
の
で
す
。前

述
の
記
載
方
法
を
ひ
と
つ
の
指
針
と
し
、

来
年
に
向
け
、社
会
的
影
響
を
最
小
限
に

と
ど
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
と
し
て
は
、今
後
こ
の
情

報
に
つ
い
て
進
展
が
あ
れ
ば
随
時
、大
印

工
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌「
P
R
I・

O
」で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
内
容
は
全
国
の
既
製
品
カ
レ
ン
ダ
ー

製
造
業
者
30
社（
約
1
億
冊
以
上
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
製
造
出
版
）が
加
盟
す
る
全
国
カ
レ
ン

ダ
ー
出
版
協
同
組
合
連
合
会
が
政
府
関
係
者

へ
カ
レ
ン
ダ
ー
製
造
の
実
情
や「
暦
」に
関
わ
る

国
民
生
活
を
説
明
し
、早
期
決
定
を
陳
情
し

続
け
得
た
情
報
を
元
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
報
告
者
／
広
報
委
員
会 
筧
順
子
）

2019年カレンダーの祝日未定日表記について
天皇陛下退位に関わる「国事行為」に合わせて

広報委員会

30
2019年

4月30日（火）

記載例
2019年10月22日

記載例
2019年4月30日

日付は
黒

行事名の前に
祝日色の日の丸

行事名は祝日色

天皇陛下退位に伴う行事のカレンダー表記例（2019年）

全国カレンダー出版協同組合連合会（ＪＣＡＬ）が示した記載方法

退位の日

1
2019年
5月1日（水）

即位の日

2
2019年
5月2日（木）

22
2019年

10月22日（火）

即位礼正殿の儀

23
2019年

12月23日（月）

平成の天皇誕生日
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広報委員会主催

女性のための『初夏の酒話会』

　「
P
R
I・O
」5
月
号
の
ひ
と
き
わ

お
洒
落
な
ペ
ー
ジ（
P
30
）お
気
づ
き
に

な
り
ま
し
た
か
？

　
初
夏
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
5
月
26

日（
土
）18
時
、に
ぎ
や
か
な
天
神
橋
筋
商

店
街
に
ほ
ど
近
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
角
、そ

れ
は
ま
る
で
パ
リ
の
ビ
ス
ト
ロ
と
見
ま
ご

う
ば
か
り
の
佇
ま
い
の
お
店
に
三
々
五
々

集
ま
る
女
性
た
ち・・・。す
で
に
３
回
目
と

な
る『
酒
話
会
』の
開
催
で
す
。

　
今
回
は
11
名
。初
め
ま
し
て
の
方
も
、

顔
見
知
り
の
方
も
同
じ
業
界
に
携
わ
っ

て
い
る
が
故
か
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、そ
れ

ぞ
れ
の
会
社
の
業
務
内
容
、得
意
分
野

や
課
題
か
ら
、今
に
至
る
経
緯
や
家
族
の

こ
と
な
ど
深
い
話
ま
で
、ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
会
話
が
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
年
齢
や
会
社
で
の
立
場
も
さ
ま
ざ
ま

だ
け
れ
ど
、な
に
か
し
ら
刺
激
や
学
ぶ
と

こ
ろ
の
あ
る
有
意
義
な
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　
同
じ
業
界
に
い
て
も
こ
ん
な
機
会
が

な
い
と
知
り
合
え
な
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、

顔
見
知
り
の
方
で
も
一
緒
に
美
味
し
い

も
の
を
い
た
だ
き
な
が
ら
話
す
こ
と
で
、

よ
り
親
近
感
が
増
し
ま
し
た
。

　
私
は
2
回
目
の
参
加
で
し
た
が
、ど
ち

ら
の
お
店
も
ま
た
利
用
し
た
い
と
思
え

る
素
敵
な
雰
囲
気
と
お
い
し
い
食
事（
と

お
酒
）と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
O
N
Z
O
R
O
さ
ん
、テ
ー
ブ

ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
凝
っ
た
ペ
ー
パ
ー
ア
イ

テ
ム
が
添
え
ら
れ
て
い
て
、そ
れ
だ
け
で
、

こ
れ
か
ら
供
さ
れ
る
お
料
理
への
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
言
う
と
グ
レ
ー
の
ペ
ー
パ
ー

ナ
プ
キ
ン
、地
券
紙
に
セ
ン
ス
よ
く
文
字

が
並
ぶ
ウェル
カ
ム
カ
ー
ド
、ラ
フ
な
洋
紙

に
印
刷
さ
れ
た
メ
ニュ
ー
、シ
ョッ
プ
カ
ー

ド
は
活
版
印
刷
。

　
な
ん
な
の
？
お
洒
落
す
ぎ
る
よ
〜
。で

も
こ
う
し
た
印
刷
物
の
手
触
り
が
お
店

の
こ
だ
わ
り
や
セ
ン
ス
を
し
っ
か
り
伝
え

て
い
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
も
き
び
き
び
し
た

女
性
ば
か
り
。

　
生
ハ
ム
と
苺・ビ
ー
ツ・赤
カ
ブ・う
ど
な

ど
赤
く
て
食
感
の
異
な
る
食
材
が
合
わ

さ
っ
た
サ
ラ
ダ・・・。こ
の
組
み
合
わ
せ
変

わって
い
る
け
ど
美
味
し
い
！
ま
る
で
こ

こ
に
集
ま
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
も
つ

女
性
た
ち
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
表
現
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
し
た
。（
食
レ
ポ
ち
が
う
よ
）

　『
酒
話
会
』と
あ
り
ま
す
が
、お
酒
飲

め
な
く
て
も
大
丈
夫
。

　
い
や
〜
楽
し
か
っ
た
。ま
た
次
回
が
あ

れ
ば
、参
加
し
た
い
で
す
。あ
ら
！？
面
白

そ
う
と
思
っ
た
貴
方
も
次
回
は
ぜ
ひ
！

　
広
報
委
員
会
の
田
中
幸
恵
さ
ん
、事

務
局
の
大
喜
多
さ
ん
、い
つ
も
素
敵
な

会
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
報
告
／
鈴
木
美
術
印
刷
㈱ 

鈴
木
裕
香
）

～家庭的なフレンチを世界のビールで楽しみましょう～

お申し込み・お問い合わせ：大印工組事務局 TEL.06-6353-3035



PRI・O  2018.7 PRI・O  2018.7

66発目

赤木印刷株式会社 代表取締役  赤木 清人（生栄支部）
　

弊
社
は
1
9
6
3
年
に
初
代
赤

木
拓
巳
が
創
業
し
、商
品
券
、チ
ケ
ッ

ト
な
ど
の
印
刷
を
手
掛
け
、オ
フ
セ
ッ

ト
印
刷
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
同
時
印
刷

と
い
う
付
加
価
値
を
プ
ラ
ス
し
て
下

請
け
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。そ
の
後
、1
9
8
5
年
に

法
人
化
。2
0
1
7
年
に
赤
木
昌
夫

（
現
取
締
役
会
長
）か
ら
赤
木
清
人

が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
、現
在
、

弊
社
は
創
業
よ
り
55
年
周
年
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
赤
木
印
刷
は
、印
刷
設

備
投
資
に
力
を
入
れ
、同
業
の
印
刷

会
社
か
ら
唯
一
無
二
の
下
請
工
場
と

し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

昨
今
伝
票
な
ど
の
商
用
印
刷
物
の

市
場
が
縮
小
す
る
な
か
、伸
び
し
ろ

の
あ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
や
セ
ー
ル
ス
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
グ
ッ
ズ
を
ネ
ッ
ト
で
販

売
す
る
方
向
へ
業
態
を
転
換
さ
せ

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
訪
問

営
業
か
ら
、ネ
ッ
ト
通
販
に
よ
る
集

客
施
策
が
メ
イ
ン
と
な
り
、営
業
方

針
が
大
き
く
変
化
し
、よ
り
多
く
の

顧
客
を
獲
得
す
る
こ
と
に
注
力
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
通
販
で
は
、商
圏
は
全
国

規
模
で
す
の
で
、お
客
様
と
の
や
り

取
り
の
多
く
は
電
話
や
メ
ー
ル
が
中

心
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、お
客
様
の

真
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
る
た
め
に
は
、

見
え
な
い
相
手
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
が
必
要
だ
と
私
は
常

に
考
え
て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
販
売
に
業
態
が
シ
フ
ト
す

る
な
か
で
、弊
社
で
は
、よ
り
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
力
、伝
え
る
力
を
見
直

し
、営
業
マ
ン
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

ス
キ
ル
を
高
め
よ
う
と
日
々
努
力
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
営
業
方
針
に
よ
り
、す
べて
の

事
業
に
お
い
て
高
い
リ
ピ
ー
ト
率
を

生
み
出
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま

す
。

　

赤
木
印
刷
の
主
力
事
業
は
、カ
レ

ン
ダ
ー
事
業
で
す
。カ
レ
ン
ダ
ー
に

企
業
名
な
ど
の
印
刷
を
行
う
こ
と

を「
名
入
れ
カ
レ
ン
ダ
ー
」と
呼
ん
で

お
り
、「
名
入
れ
」と
い
う
付
加
価
値

を
プ
ラ
ス
し
て
全
国
の
事
業
者
へ
提

供
す
る
こ
と
で
、お
客
様
の
販
売
促

進
活
動
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の「
名
入
れ
カ
レ
ン
ダ
ー
」の
販
売

を
３０
年
以
上
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

初
期
の
こ
ろ
は
、折
り
込
み
広
告

や
経
済
紙
等
の
媒
体
を
利
用
し
て

活
動
エ
リ
ア
を
徐
々
に
拡
げ
、顧
客

数
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
２
０
０
３
年

に
、E
C
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、企

業
向
け
に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
販
売
し
た

こ
と
で
す
。

　

当
時
の
E
C
サ
イ
ト
利
用
者
が

年
々
増
加
し
て
い
く
時
代
の
流
れ
に

う
ま
く
乗
っ
て
大
き
く
成
長
し
、業

界
で
の
知
名
度
も
アッ
プ
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
、メ
ー
カ
ー
か
ら
仕
入
れ

た
商
品
を
販
売
す
る
だ
け
で
し
た

が
、現
在
は
、自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

弊
社
の
人
気
商
品「
卓
上
メ
モ
れ

〜
る
カ
レ
ン
ダ
ー
」は
、徐
々
に
そ
の

数
を
伸
ば
し
、2
0
1
7
年
度
で
は

シ
リ
ー
ズ
合
計
で
約
14
万
冊
を
出

荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た「
高
い
商
品
力
」を
持

つ
商
品
を
企
画・開
発
で
き
る
こ
と

は
、弊
社
の
最
大
の
強
み
で
あ
り
、ま

た
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も「
お
客
様
か
ら
選
ば

れ
る
商
品
づ
く
り
」を
合
言
葉
に
、

業
界
内
で
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
以
外
に
も
、商
用
印

刷
物
は
も
ち
ろ
ん
コッ
ト
ン
バッ
グ
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
等
の
セ
ー
ル
ス
プ

ロ
モ
ー
シ
ョン
グ
ッ
ズ
の
企
画
や
名
入

れ
印
刷
も
受
注
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
殊
な
商
品
で
は
、災
害
医
療
で

使
用
さ
れ
る
救
命
救
急
用
の「
ト
リ

ア
ー
ジ・タ
ッ
グ
」の
製
造・販
売
に
も

携
わ
って
い
ま
す
。

　

取
り
扱
う
商
品
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
が
、創
業
か
ら
培
って
き
た
ア

イ
デ
ア
や
製
造
技
術
等
、必
要
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
、「
印

刷
物
の
商
品
化
」を
実
現
で
き
る
原

動
力
と
な
って
い
ま
す
。

　

弊
社
の
強
み
は
、高
い
商
品
力
と

非
対
面
で
の
高
い
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
で
す
。ネ
ッ
ト
通
販
で
あ
って
も

人
を
介
さ
な
い
販
売
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。お
客
様
一
人
ひ
と
り
に
担
当

が
付
き
、お
客
様
の
声
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
、課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら

解
決
に
導
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
方
針
を
掲
げ
、

創
業
よ
り
変
わ
ら
ぬ「
お
客
様
の
笑

顔
」を
推
進
力
に
、会
社
を
成
長
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

時代の変化に挑戦する会社
カレンダー・SPグッズのECサイトを運営
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皆
さ
ま
は
じ
め
ま
し
て
！
有
限
会

社
サ
ン
エ
ス
タ
イ
プ
印
刷
の
野
村
紀

幸
と
申
し
ま
す
。

　
1
9
7
0
年
の
創
業
時
は
社
名
に

も
あ
る
よ
う
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー（
英

文
）で
の
文
書
作
成
が
主
な
事
業
内

容
で
し
た
。当
時
よ
り
大
手
旅
行
会

社
と
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、現
在
は
旅
の
し
お
り
作
成
が
主

な
業
務
と
なって
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
会
社
の
慰
安
旅

行
や
海
外
研
修
、修
学
旅
行
、旅

行
会
社
の
ツ
ア
ー
等
で
誰
し
も
一

度
は
日
程
表
を
手
に
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、ま

さ
し
く“

ア
レ”

を
日
々
作
っ
て
お

り
ま
す
。

　

小
学
校
、中
学
校
で
生
徒
と

先
生
が
一
緒
に
な
って
班
分
け
を

考
え
た
り
、絵
の
上
手
な
生
徒
が

表
紙
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
り
、

み
ん
な
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

作
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
ょ
う
か
？

　

弊
社
が
取
り
扱
う
内
容
は
海

外・国
内
を
問
わ
ず
、個
人
旅
行
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
、海
外
視
察
、海

外
研
修
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
、

語
学
留
学
、懇
親
会
、同
窓
会
、卒
業

旅
行
、新
婚
旅
行
、家
族
旅
行
、慰
安

旅
行
、バ
ス
ツ
ア
ー
等
、さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、一
連
の
作
業
を
旅
行
会
社
か

ら
支
給
さ
れ
る
１
枚
の
日
程
表
を
基

に
、旅
行
内
容
に
合
わ
せ
て
各
種
情

報
を
収
集
し
、集
合
か
ら
解
散
ま
で

の
案
内
を
旅
の
し
お
り
と
し
て
1
冊

の
本
に
ま
と
め
上
げ
ま
す
。作
成
に
は

旅
行
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と

豊
富
な
経
験
が
必
要
で
、強
い
専
門

性
が
必
要
と
さ
れ
る
商
品
で
す
。

　

旅
の
し
お
り
作
成
専
門
の
業
者
は

私
の
知
る
限
り
か
な
り
少
な
く
、同

じ
商
品
で
シ
ェ
ア
を
奪
い
合
う
よ
う

な
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、概
ね

短
納
期
で
記
載
ミ
ス
の
リ
ス
ク
も
高

く
気
の
抜
け
な
い
仕
事
で
す
。

　
と
い
う
の
も
旅
行
は
事
前
に
交
通

手
段
や
宿
泊
先
な
ど
す
べ
て
が
決

ま
って
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、実
は
直
前
ま
で
不
確
定
な
要
素

が
多
い
の
が
実
情
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、

昨
今
で
は
訪
日
観
光
客
の
増
加
に
よ

る
飛
行
機
や
宿
泊
先
確
保
の
難
し

さ
、天
候
に
よ
る
交
通
障
害
や
観
光

地
への
被
害
、海
外
旅
行
で
は
刻
一
刻

と
変
化
す
る
地
域
情
勢
な
ど
も
あ
る

た
め
手
配
の
都
合
上
、出
発
直
前
で

の
行
程
変
更
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
不
確

定
な
部
分
が
あ
る
も
の
の
、お
客
様
へ

の
日
程
表
発
送
日
は
決
ま
って
お
り
、

校
了
が
遅
れ
た
の
で
納
期
も
延
び
る

と
い
う
こ
と
は
な
く
、校
了
か
ら
1
時

間
後
に
は
お
客
様
の
手
元
に
届
け
る

と
い
う
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。な
お
か
つ
絶
対
に
記
載
ミ
ス
が

あって
は
な
ら
な
い
の
で
、短
い
納
期
の

な
か
で
、い
か
に
正
確
に
迅
速
な
対
応

が
で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
す
べて

が
か
かって
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と
情
報
の
更
新

が
欠
か
せ
な
い
の
で
、社
員
研
修
で
空

港
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
を
し
た
り
、

駅
の
大
き
な
改
修
工
事
が
あ
れ
ば
現

地
へ
行
っ
て
使
用
し
て
い
る
集
合
案

内
が
正
し
い
か
な
ど
確
認
す
る
と
共

に
、旅
行
業
界
向
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
世
界
各
地
の
現
地
情
報
を
毎

朝
収
集
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
重
要

な
情
報
を
社
員
間
で
確
実
に
共
有
し

連
携
も
必
要
な
た
め
、毎
朝
握
手
で

の
挨
拶
を
習
慣
化
し
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
情
報
交
換
を
行
って
い
ま
す
。

　
い
つ
か
旅
行
さ
れ
る
際
に
綺
麗
な

カ
ラ
ー
表
紙
の
し
お
り
を
手
に
さ
れ

た
と
き
は
、サ
ン
エ
ス
タ
イ
プ
印
刷
が

作
っ
た
物
か
な
と
思
って
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
と
も
大
阪
府
印
刷
工
業
組

合
の
一
員
と
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

有限会社サンエスタイプ印刷／‘旅のしおり屋’  代表取締役  野村 紀幸（東支部）

強い専門性を活かしたサービスと
迅速な納期対応

■企業データ
社　名：有限会社サンエスタイプ印刷
所在地：〒536-0007 
　　　　大阪市城東区成育2-12-4 
　　　　電話06-6930-2466
　　　　FAX06-6930-2467
創　業：1970年（昭和45年）
資本金：300万円
代表者：代表取締役 野村紀幸
U R L：http://tabinoshioriya.com/
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代表取締役 野村紀幸

商品イメージ

作業風景

過去の栄光、今夢中になっていること、何でもOK！ 趣味や特技、資格への挑戦など、ぜひお寄せください。腕前は問いません。【原稿募集中！】

　老後の趣味を探しておりまし
て、何か作りたいなと思い、何とな
く気になっていたのがパンでした。
　ただ少し敷居が高くて、ん～と
迷いながらもネットを見ている
と、近くに男性一人でもお気軽

にどうぞというパン教室を見つけ、恐る恐る電話。
若い女性の先生が出られ、“どうぞ来てください”
と優しく声を掛けてもらって、“はい、行きます”と思わ
ず即答。そこから、始まりました。

　小麦粉、砂糖、塩、バター、牛乳そしてイースト菌。
それらを混ぜて、手でこねくり回し、発酵させてふっく
らふくらんだ生地をロールパンならクルリと丸め、メロ
ンパンなら上にクッキーの生地をかぶせ、クロワッサ
ンなら生地にバターを織り込んでなど、パンの種類
により、材料、作り方はさまざまで、先生と焼いたとき

は上手に焼けるのに、帰って一人で焼くと膨らまな
かったり、焦げたり・・・。

　すっかりのめり込んで、お休みの日は失敗の原因
を探し、一人で上手に焼けるまで何度も挑戦して、
上手に焼くコツなどをそれぞれのパンごとにノートに
書き記していきました。

　そんな大事なパンノート。最近は魚釣りばかり行っ
ていて、パンノートを開いていなかったのですが、こう
して思い出させてもらい、またバタバタと焼き始める
ような気がします。
　冷凍庫で静かに眠っているイースト菌よ！今しばら
く待っていてください。目覚めの時は近いはずです。

上
手
な
れ

好
き
こ
そ
モ
ノ
の

趣
味
人
日
記

シオタ印刷株式会社  塩田 齊（生栄支部）

イースト菌と私

第六十一弾

奥が深いフランスパン

初めて習ったロールパン

意外に簡単メロンパン

何度も失敗したクロワッサン

2時間で焼けるピザ
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北支部会 第46回 定時総会旅行 北支部

　北支部会は、第46回定時総会旅行を4月
21日（土）～22日（日）に北陸和倉温泉『加
賀屋』にて開催した。道中、金沢兼六園にて
昼食を取り散策を行った。
　定時総会は4月21日16時より大河内常
任理事が開会の辞を述べ開会された。
　続いて川畑会長より挨拶が行われた。組
合員減少を防ぐため支部の活性化を行い
参加することに意義を感じていただけるよ
うに活発な支部活動を行ってきました・・・
との挨拶のなかで『組合員様参加の意義
を尊重する』との言葉が印象的であった。
　続いて川畑会長が議長を務め議案審議
に入った。第1号議案では平成29年度事業
報告と会計報告、監査報告は山本常任理事
が行い満場一致で可決された。第2号議案

では平成30年度事業計画案並びに予算案、
第3号議案では北支部会役員改選について
審議され、第2号・第3号議案とも満場一致
で可決された。新しい役員、山森氏、古門氏
にも加わっていただき14名で運営する。
　正組合員46社、賛助組合員4社、総数50
社内、出席組合員25社（賛助組合員1社）、
組合員26名（賛助組合員1名）、委任状25
通、よって第1号、第2号、第3号議案はすべ
て可決された。
　続いて大印工組の委員会活動、田畑副
会長よりマーケティング委員会、今井副会
長より例会運営委員会、東條副理事長より
広報特別委員会のＰＲと報告が行われた。
尚、川畑会長より経営合理化委員会に今年
度は古門常任理事が参加していただける

との報告も合わせてあった。
　懇親会は18時30分より長谷川常任理
事の司会で開会された。まず川畑会長より
挨拶があった。川畑会長は「先ほどの総会
で燃え尽きた」との発声から始まり、作道理
事長の祝電が披露され、北支部会初代会
長、㈱フジプラス井戸会長より乾杯の発声
のもと、華やかに懇親会が始まった。
　4月22日は輪島の朝市で干物等を購
入、朝市のお母さんパワーが強烈であっ
た。輪島塗しおやす漆器工房見学、（昼食）
虎の衝立はなんと500万円、現地割引にて
400万円＋消費税、川畑会長が買おうか悩
んでおられた。大阪着は18時、事故もなく
無事帰阪できた。

 （三楽紙工㈱ 林茂男）

定時総会 福島支部

　福島支部(谷口支部長)は4月19日(木)
に正組合員24名出席、17通の委任状を受
理しホテル阪神において平成30年度定時
総会を開いた。
　午後6時に宮田総務委員長の司会によ
り開会が告げられ、谷口会長の挨拶後、大
阪府印刷工業組合作道理事長からの祝電
が披露され審議に移った。
　髙木副会長から平成29年度事業報告の
後、審議に入った。平成29年度決算報告
(山崎会計部長)、会計監査報告(沖監査
役)、平成30年度事業計画案(荒川副会
長)、予算案(山崎会計部長)が審議され承
認された。また、今年度は役員改選の期に
当たるので宮田総務委員長より会長推薦

承認委員会の報告があり新会長に谷口晴
彦氏推薦の上程があり、満場一致で承認さ
れた。
　谷口会長就任挨拶では「もう4年務めさ
せていただいたので考えましたが、あと2
年続けさせていただくことになりました。組
織の若返りを図るため若い方に委員をお
願いしました。そして委員会の構成も経営
教育委員会と労務環境委員会を一体化し
て皆さんの意見を集約できるように、また
本部の行事やセミナーにどんどん参加し
てもらえるよう考え、推進していく役目も
担っていただくようお願いしました。よろし
くお願いいたします」と述べられた。
　引き続いて委員に委嘱状の伝達と支部

運営に貢献され平成30年度総会で退任さ
れた髙木副会長、中上副会長に感謝状の
贈呈があった。最後に緑青会若山会長から
青年会の活動報告があり、閉会となった。
次いで大印工組例会委員会 山本副委員
長から今年度の例会委員会の案内と支部
会員との繋がりの重要性についてご挨拶
いただいた後、山崎常務理事の乾杯で懇
親会が始まった。歓談のひと時を過ごした
後、厚生委員会から行事の案内があり、午
後9時に新しく副会長に就かれた竹本副会
長の中締めで組合員の一層の理解と協力
をお願いし支部創設70周年に向け「次代
へつなぐ新たな挑戦!」のスタートになった。

（㈱中川印刷所 中川敏之）

親睦会

井戸氏乾杯

加賀屋集合写真

輪島塗工房見学総会風景

山本例会副委員長と荒川委員谷口支部長
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総会と懇親旅行 摂陽支部

　摂陽支部では5月12日（土）・13日(日）に
総会と親睦会を兼ね、「三朝温泉と鳥取砂
丘」に。
　朝9時に天王寺集合。車中で光洋社印刷
株式会社の米花支部長が挨拶。楽しい旅
行になる予感！！阪神高速・中国自動車道・鳥
取自動車道と乗り継ぎ、まず諏訪酒造を見
学。そして美味しい魚料理の昼食後、明日
の雨予報のためにスケジュールを繰り上
げて山陰海岸ジオパーク「浦富海岸島めぐ
り」へ。おかげで快晴の中で景色のいい海
岸線を堪能できた。三朝温泉三朝館にて
決算報告や行事予定などの総会を行い、

和気あいあいの
宴会となった。
　翌日は白兎伝
説の道の駅に立
ち寄り、小雨の中、
白兎神社の見学。
そして鳥取砂丘にある砂の美術館を見学。
その精密に作られた砂の作品に感嘆した。
　昼食は当地の名店「旬魚たつみ」で、おい
しい食事と珍しい黄金ガニを食べることが
できた。その後、ちくわ手作り体験と、楽し
い2日間であった。

 （摂陽支部 正本和也）

ちくわ

平成30年度 総会・懇親会 天親支部

　天親支部では５月11日（金）料亭・芝苑に
て４５名のみなさまに参加いただき、平成
30年度総会・懇親会を開催した。

　総会では、森内支部長のあいさつで始ま
り、昨年度の支部活動報告の後、福山会計
から平成29年度の決算報告があり満場一
致で承認いただいた。
　続いて今年度予算と新役員につき森内

支部長から説明があり、こちらも満場一致
で承認いただいた。新年度役員は次の通
り。支部長・宮田玲（渡辺護三堂）、副支部長・
小脇譲（はやぶさ印刷）、副支部長兼会計・
福山耕治（新聞印刷）、役員・浦久保康裕（一
心社）、山本順也（大兼印刷）、家田裕光（日
新社）。
　今年度は組合員例会を中心とした本部
活動に積極的に参加できるよう支部から組

合員に働きかけを行うとともに、支部におい
ても交流会を数多く設けることを報告した。
　その後、全印工連の「Ａｄｏｂｅ特別ライセ
ンスプログラムＣＣ」の案内があり、総会は
終了した。
　続いて懇親会を福山副支部長の司会の
もと、森内支部長のあいさつに続き、浦久
保本部副理事長の乾杯の発声でスタート
した。
　参加いただいた組合員のみなさまで和
気あいあいと歓談・交流を深め、盛り上がっ
た宴席も最後は友十・山本氏の中締めで散
会となった。
　今年度の天親支部は役員の体制も新た
となりみんなで力を合わせて支部活動に取
り組んでいきたいと思います。みなさまの
積極的な参加をよろしくお願いいたします。

（株式会社渡辺護三堂 宮田玲）

黄金ガニ

砂の美術館

白兎神社

三朝温泉 三朝館玄関

浦富海岸島めぐり
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D.D.S.S.「マーケティングの基礎講座 Part2」

　

D
.D
.S.S.（

デ
ジ
タ
ル・ド
キ
ュ
メ

ン
ト・サ
ー
ビ
ス
研
究
会
）は
、神
戸

大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
教
授

小
川
進
氏
に
よ
る
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
基
礎
講
座Part2

」を
実
施
し
た
。

　

小
川
教
授
の
専
攻
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
管
理
で
あ
る
。

著
書
に
、『
ユ
ー
ザ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
：
消
費
者
か
ら
始
ま
る
も
の
づ
く

り
の
未
来
』（
東
洋
経
済
新
報
社
）／

『
新
装
版
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の
発
生
論

理
』（
千
倉
書
房
）／『
競
争
的
共
創

論―

革
新
参
加
社
会
の
到
来
』（
白

桃
書
房
）が
あ
る
。前
回
の「
は
じ
め

て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」（
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
基
礎
講
座
）の
続
編
と
し
て

「
①
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
原
点
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
で
大
切
に
す
る
も
の
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
打
ち
手
、②
上
手
に
で

き
て
い
る
と
間
違
っ
た
こ
と
を
や
り
つ

づ
け
て
し
ま
う
、③
市
場
か
ら
の
シ
グ

ナ
ル
を
素
直
に
読
み
取
れ
る
か
：
ク
ッ

タ
の
事
例
、④
利
益
が
あ
が
る
の
が
正

し
い
こ
と
を
し
て
い
る
証
拠
、⑤
正
し

い
こ
と
は
会
社
の
歴
史
と
無
関
係
で

は
な
い
、⑥
企
業
変
革
の
起
点
と
し
て

の
事
業
使
命
と
顧
客
：
丸
井
グ
ル
ー

プ
の
事
例
」を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
一
番
大
切
な
も

の
は「
顧
客
が
何
を
望
ん
で
い
る
か

“

シ
グ
ナ
ル”

を
捉
え
る
こ
と
」で
あ

る
。自
社
が
上
手
く
で
き
る
こ
と
を

推
し
進
め
続
け
る
と
、排
他
的
に
な

り
、マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
の
シ
グ
ナ
ル
を

見
落
と
し
て
し
ま
う
。自
社
が
不
得

手
と
す
る
こ
と
で
も
、顧
客
が
シ
グ
ナ

ル
を
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、や

り
続
け
る
こ
と
で
上
手
に
な
る
。ZO

 
ZO
TO
W
N

やA
m
azon

が
そ
う

で
あ
る
。

　

鉄
道
会
社
の
衰
退
は
、得
意
な
鉄

道
事
業
に
固
執
し
た
か
ら
で
あ
り
、

輸
送
事
業
と
し
て
顧
客
へ
提
供
で
き

る
機
能
を
考
え
れ
ば
成
長
し
た
は
ず

で
あ
る
。成
長
す
る
企
業
に
は
、しっ
か

り
と
し
た
事
業
の
定
義（
自
社
は
何

を
も
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
の
か
）が
あ

る
。ホ
ン
ダ
は
、２
輪
、４
輪
、空
、２
足

で
の
移
動
を
中
心
に
モ
ビ
リ
テ
ィ
事

業
を
定
義
し
、ダ
イ
キ
ン
工
業
は「
空

気
で
答
え
を
出
す
会
社
」、デ
ン
ソ
ー

は「
世
界
の
命
を
、技
術
で
守
り
た

い
」を
定
義
し
て
い
る
。マ
ル
イ
は「
小

売
と
金
融
の
融
合
」を
事
業
の
定
義

と
し
展
開
し
て
き
た
。

　

百
貨
店
衰
退
に
お
い
て
も
、小
売

形
態
の
変
更「
得
意
な
百
貨
店
型

（
仕
入
れ
販
売
）か
ら
不
動
産
型（
テ

ナ
ン
ト
貸
し
）へ
」、金
融
形
態
の
変
更

「
従
来
の
マ
ル
イ
カ
ー
ド
か
ら
、ど
こ
で

も
使
え
、若
年
層
で
も
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー

ド
の
信
用
が
受
け
ら
れ
る
エ
ポ
ス
カ
ー

ド
へ
」を
実
行
し
、利
益
を
上
げ
続
け

る
。顧
客
の
声
を
聴
き
シ
グ
ナ
ル
を
受

け
取
る
た
め
に
、博
多
マ
ル
イ
出
店
に

際
し
、1
万
人
超
の
顧
客
の
声
と
、数

百
回
の
会
議
が
な
さ
れ
た
。

　
ま
た
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
も
、女
性
靴「
ラ
ク
チ
ン
き
れ

い
シュ
ー
ズ
」の
企
画
に
は
、靴
の
専
門

家
は
一
切
入
っ
て
い
な
い
。靴
の
専
門

家
は「
か
わ
い
さ
」「
見
た
目
」「
価

格
」を
重
視
す
る
か
ら
だ
。顧
客
の
声

（
シ
グ
ナ
ル
）の「
は
き
ご
ご
ち
」を
重

視
し
た
靴
は
従
来
の
7
倍
の
実
績
が

出
た
。

　

事
業
の
定
義
を
明
確
に
し
、顧
客

の
シ
グ
ナ
ル
を
捉
え
、正
し
い
こ
と
を

実
行
す
れ
ば「
儲
か
る
こ
と
」に
な
る
。

（
報
告
／D

.D
.S.S.

事
務
局
）

小川 進氏講師：神戸大学大学院 経営学研究科 教授

　「チャットボット（chatbot）」とは、「チャット」と「ボット」

を組み合わせた合成語で、人工知能（知能無しも存在）

を活用した「自動会話プログラム」のことである。

　チャットとは、インターネットを利用したリアルタイムコ

ミュニケーションのことで、主としてテキストを双方向で

やり取りする仕組みのことである。メールでリアルタイム

の会話をする行為もチャットと言われている。ボットは「ロ

ボット」の略で、チャットボットは“人間の代わりにコミュニ

ケーションを自動で行ってくれるプログラム”のことであ

る。スマートスピーカーとの会話機能も、広義にはチャッ

トボットに入るが、GoogleやAmazon、Appleなどが

ツールを提供して、そのツールをSNSに搭載、その機能

を使用したチャットボットビジネスなどが広く展開されて

いる。

　チャットボットは「人工無脳型」と「人工知能型」の二

つに大別されている。人工無脳型チャットボットとは、あ

らかじめ決められたキーワードを拾って、人間がプログラ

ム、設計したシナリオに沿って応答する。現在のチャット

ボットのほとんどは、このような人工無脳型だ。人工無

脳型はユーザーからの◯◯という質問に対しては△

△、××という質問に対しては□□などと、人間があらか

じめシナリオを設計する必要がある。

　一方、人工知能型チャットボットは、人間の言葉や文

脈を学習する。つまりキーワードだけでなく、キーワードを

含む文章の”意図”を理解し人間らしい応答ができる。

そのためには大量のデータを用意して、キーワードの使

われ方、どんな文章が何を意味しているかをあらかじめ

学習させる必要がある。そうすることで新しい文章で多

少の表記のズレ、別の単語などがあっても自然な会話

を実現することができるのだ。更にディープラーニング

機能を有していると、飛躍的な認識力・会話力に発展す

る可能性も高い。特にAIが目（視覚認識機能）を持つ

と、ディープラーニングというに足るだけの認識学習を

するようになる。

　こういう状況がチャットボットの品質を決めることにな

ると、基礎的な開発技術力よりもビッグデータにより近

いベンダー、例えばGoogleやAmazonがより注目され

てくる。確かにスマートスピーカーでのまともな返答率は

Google Home（◎大変優れている。AIはGoogleアシ

スタント）やAmazon Echo（○のイメージで、AIは

Alexa）が優れているようである。チャットボットがあれ

ば、気軽にボットに問い合わせやコミュニケーションが可

能になる。そして

　①24時間365日問い合わせ対応可能

　②自動化による人員・工数削減

　③ユーザーとのOne to Oneマーケティング対応

　等が可能になってくる。

　Watson（IBM製のAI、囲碁で名人に勝った実績を

持つ）に頼るまでもなく、LINEやFacebook、Twitter

などのSNSには、このような機能を使用したチャットボッ

トが普及している。現在ならびに近い将来には、レストラ

ンやタクシー、ホテル、航空券や新幹線の予約はチャッ

トボットにお願いするだけ、ECサイト上でのショッピングも

チャットボットの質問や提案にタップして答えると自分の

今の気分にピッタリの商品が見つかるようになるといわ

れている。

技術情報

郡司 秀明（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）

チャットボット
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知
っ
て
は
り
ま
っ
か
大
阪
○

連

載

　
平
成
30
年
5
月
4
日
、新
聞
各
紙
に

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

関
連
遺
産
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

見
通
し
と
な
っ
た
」と
大
き
く
報
道
さ
れ

ま
し
た
。豊
臣・徳
川
政
権
が
キ
リ
ス
ト
教

を
禁
じ
た
16
〜
19
世
紀
、密
か
に
信
仰
を

守
り
続
け
た
信
者
た
ち
の
苦
難
の
歴
史
に

光
が
あ
た
り
ま
す
。こ
の
度
の
遺
産
登
録

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
関
連
地
方
だ
け
で

な
く
、こ
の
大
阪
に
も
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
受

難
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

　
永
禄
6
年（
1
5
6
3
）、大
和
国
宇
陀

郡
の
沢
城
城
主
で
あ
っ
た
高
山
飛
騨
守

（
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
有
名
な
高
山
右
近

の
実
父
）は
、キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
た
め
フ

ラ
ン
シ
ス
コ・ザ
ビ
エ
ル
の
あ
と
に
来
日
し
た

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
ガ
ス
パ
ル・ヴ
ィ
レ

ラ
の
説
教
に
感
激
し
ダ
リ
ョ
の
名
前
で
洗

礼
を
受
け
、嫡
男
の
右
近
も
父
の
影
響
で

12
才
で
受
洗
し
ジュス
ト
と
称
し
て
、父
子

と
も
に
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
天
正
元
年（
1
5
7
3
）、摂
津
国
三
島

郡
高
山
庄（
豊
能
郡
豊
能
町
）出
身
の
右

近
は
高
槻
城
城
主
に
な
り
ま
す
。若
く
て

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
熱
心
な
城
主
を
迎

え
た
城
下
の
様
子
は
一
変
、美
し
い
庭
園

を
配
し
た
立
派
な
天
主
堂
が
建
ち
、領
内

に
異
国
の
雰
囲
気
を
つ
く
り
上
げ
、領
民

2
万
5
千
人
に
対
し
て
1
万
8
千
人
が

入
信
す
る
ほ
ど
の
信
教
の
広
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、誠
実
な
性
格
に
よ
り

信
長
や
秀
吉
か
ら
の
信
任
が
厚
か
っ
た
右

近
は
、禄
高
加
増
の
う
え
明
石
へ
転
封
と

な
り
摂
津
三
島
の
領
地
を
離
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
に
、天
正
15
年
の
秀
吉「
バ
テ
レ
ン
追
放

令
」に
よ
り
右
近
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
も

暗
雲
が
立
ち
こ
め
、信
者
た
ち
も
苦
し
い

状
況
と
な
り
ま
し
た
。右
近
は
信
仰
を
守

る
こ
と
と
引
き
換
え
に
領
地
と
財
産
す
べ

て
を
捨
て
る
こ
と
を
選
び
、天
正
16
年
、加

賀
藩
前
田
利
家
の
庇
護
を
受
け
、金
沢
へ

移
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
慶
長
19
年（
1
6
1
4
）、徳
川
家
康
の

「
キ
リ
シ
タ
ン
国
外
追
放
令
」に
よ
り
、右

近
は
家
族
と
と
も
に
長
崎
よ
り
マ
ニ
ラ
に

追
放
さ
れ
ま
し
た
。マ
ニ
ラ
で
は
日
本
の
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
総
督
よ

り
歓
迎
を
受
け
ま
す
が
、翌
年
の
1
月
6

日
に
こ
の
地
で
息
を
引
き
取
り
ま
す
。

　
右
近
が
去
っ
た
あ
と
も
高
槻・茨
木
な

ど
摂
津
三
島
の
領
民
は
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰

を
守
り
続
け
ま
し
た
。天
正
14
年
、茨
木

城
の
忍
頂
寺
地
区
の
代
官
に
就
任
し
た

安
威
了
佐
は
、洗
礼
名
を
シ
モ
ン
と
呼
ば

れ
右
近
と
も
昵
懇
の
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
り
、

こ
の
頃
、信
仰
の
礎
が
こ
こ
に
で
き
あ
が
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
キ
リ
シ
タ
ン
弾

圧
は
ま
す
ま
す
強
ま
り
、千
提
寺
、下
音
羽

地
区
の
信
者
は
曹
洞
宗
寺
院
の
髙
雲
寺

の
檀
家
と
な
り
表
向
き
は
仏
教
徒
を
装
っ

て
い
ま
し
た
が
、天
井
裏
な
ど
に
祭
壇
を

設
け
深
夜
人
目
を
忍
ん
で
祈
り
を
捧
げ

て
い
た
よ
う
で
す
。こ
の
よ
う
な
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
信
仰
は
大
正
時
代
ま
で
続
き
ま

し
た
。

　
時
代
は
移
り
、隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
も
次

第
に
伝
説
化
し
て
い
き
ま
す
が
、そ
の
歴

史
的
事
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
、大
正
9
年（
1
9
2
0
）忍
頂

寺
小
学
校
教
員 

藤
波
大
超
氏
が

調
査
を
行
い
、千
提
寺
地
区
東
藤

次
郎
宅
に
残
る「
あ
け
ず
の
櫃
」

を
開
封
し
、聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ・ザ
ビ

エ
ル
画（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵・重

要
文
化
財
指
定
）、マ
リ
ア
十
五
玄

義
図
な
ど
が
見
つ
か
り
、他
に
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
珍
し
く
貴
重
な

品
々
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
藤
波
氏

は
こ
れ
ら
の
調
査
以
外
に
も
、天
保
８
年

（
1
8
3
7
）生
ま
れ
の
最
後
の
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
東
イ
マ
様
、中
谷
イ
ト
様
よ
り
信

仰
の
様
子
や
踏
み
絵
の
体
験
な
ど
を
取
材

し
て
い
ま
す
が
、当
時
こ
の
よ
う
な
話
を
す

る
と
警
察
に
捕
え
ら
れ
る
と
い
わ
れ
、聞
き

出
す
に
は
相
当
の
苦
労
が
あ
っ
た
と
想
像

で
き
ま
す
。

　
こ
こ
に
そ
の
貴
重
な
調
査
写
真
を
紹
介

し
、キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
耐
え
現
代
社
会

ま
で
信
仰
を
守
ら
れ
た
方
々
に
敬
意
を
表

し
讃
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

﹇
写
真・資
料
提
供
／

茨
木
市
立
キ
リ
シ
タ

ン
遺
物
史
料
館]

史
料

館
へ
は
阪
急・J
R
茨

木
駅
よ
り
バ
ス
余
野

行
き
40
分
千
提
寺
口

下
車
徒
歩
15
分

大
阪
に
も
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
里

株
式
会
社
松
村
善
進
堂

松
村
　
英
二

83

あ
い
り
ょ
う
さ

せ
ん
だ
い
じ

ひ
つ

し
も
お
と
わ

あけずの櫃
82×10.5×10.5cm

マリア十五玄義図
81.9×66.7cm  16世紀末 日本人画家描

ひつ

げ ん ぎ ず
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大阪市北区天満1 9 19
Tel:06 6351 7271
Fax:06 6352 7479

大阪
本社

東京都港区浜松町1 2 1
Tel:03 3433 5211
Fax:03 5776 7733

東京
支社

京都市左京区田中下柳1 5日の出ビル202号
Tel:075 706 6061
Fax:075 706 6063

京都
オフィス

URL：http://www.naniwa.com

S T E P 2S T E P 1 S T E P 3

「あるぞうくん」を起動し、
専用QRを読み取ってください。

読み取り後、上のイラストに
スマホをかざしてください。

まずはARアプリ「あるぞうくん」を体験しよう！

App Store、Google Playで
「あるぞうくん」を検索して
ダウンロードをしてください。

AR付印刷ツールならNPCにお任せ！！

ダウンロードをします 専用QRを読み込む スマホをかざす

大
印
工
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

掲
示
板「
プ
リ
オ
の
ひ
ろ
ば
」

ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
く
だ
さ
い
！

大印工組HPのＴＯＰページから
このアイコンをクリックして、
伝えたいメッセージを投稿しよう！プリオ ひろば

組合員専用  掲示板
の

どしどし投稿！ どんどん交流！ 自社アピール

新商品PR

セミナー案内

質 問

相 談

イベント
展示会案内

などなど、届けたい想いを
発信・返信できます。

32



（順不同）

暑中誌上名刺交換会暑中誌上名刺交換会
（順不同）

なにわ支部

西ブロック

天親・生栄・東大阪・八尾南

東 ブロック

南親・摂陽・堺

南 ブロック

北支部・東支部

北 東ブロック

福島・北親支部

北ブロック

東和支部

中 央ブロック

その他 御協賛会社
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（順不同）

暑中誌上名刺交換会

PRI・O  2018.737 36PRI・O  2018.7

たゆまぬ研究と品質管理で
高品質な製品をお届けします

高性能ＵＶ印刷用インキローラ

ゴムローラのインキ転移性とゴム劣化性を従来品より大幅に
改善することにより、高品質な印刷物が安定して得られます。
また長期間使用できますのでコスト削減も可能です。

アバントＵＶシリーズ

労務
相談 【ストレスチェックについて】【残業時間】【就業規則】等

7／20（金）、8／3（金）、8／24（金）

【消 費 税】【税　金】等
8／10（金）、9／14（金）税務

相談

法律
相談

お申し込み・お問い合わせ
大印工組事務局

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日
　申込締切：開催日の１週間前

◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日
　申込締切：開催日の２日前

大阪印刷会館にて開催
予約制

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
ぜひともご利 用ください！

労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

【版　権】【著 作 権】【Ｍ＆Ａ】等
7／25（水）、8／22（水）、9／19（水）
法律顧問の佐古祐二先生にご相談ください。

 

石
川
　
忠

大
印
工
組
元
理
事
長
　
富
士
精
版
印
刷
㈱
会
長

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
元
会
長

 

平
成
二
十
九
年
七
月

　
　
　
　  

　
石
川
　
た
だ
し

迎 

火

【
俳
句
】

迎
火
や
あ
の
山
に
妻
眠
り
を
り

迎
火
や
父
娘
三
人
玄
関
に

今
年
又
娘
二
人
と
迎
火
を

迎
火
や
夕
べ
の
庭
に
風
走
る

迎
火
や
街
の
騒
音
聞
こ
え
来
る

迎
火
や
亡
き
妻
は
岐
阜
我
は
伊
予

迎
火
や
卒
寿
の
我
は
娘
ら
と

大阪市中央区備後町1丁目4番9号 シークスビル1階 〒541-0051
ＴＥＬ.06-6224-0533　ＦＡＸ.06-6224-0733
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（順不同）著名営業案内

（株）NPCコーポレーション

北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

青 葉 印 刷（株）

都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

邨田印刷紙器（株）

福島区鷺洲2-5-30
TEL.6451-1051
FAX.6451-3386

寿 印 刷（株）

西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

富士精版印刷（株）

淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）

門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）

東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

キ ハ ラ 工 芸（株）

中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）

中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

ブラザー印刷（株）

東成区深江南2-8-35
TEL.6972-7781
FAX.6981-0553

サン美術印刷（株）

東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

大 兼 印 刷（株）

天王寺区清水谷町15-20
TEL.6762-4131
FAX.6762-5815

レスター工業（株）

中央区糸屋町 2-3-2
TEL.6941-8572
FAX.6941-0781

大 興 印 刷（株）
大阪市中央区常盤町1-2-13
TEL.4794-0086  FAX.4794-0087
神戸ポートアイランド工場
神戸市中央区港島南町 4-6-3
TEL.078-303-3660 
FAX.078-303-3669

（株） 一 心 社

天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

グラフィックアーツ大阪（株）

東大阪市菱屋西6-2-23
TEL.6789-1001
FAX.6789-1009

大阪印刷工業（株）

八尾市若林町2-114
TEL.072-949-3777
FAX.072-949-6843

（株）美 生 社

西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）フリーテック

天王寺区寺田町 1-3-8
TEL.6772-3300
FAX.6772-6424

（株）ケーエスアイ

西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

岩 岡 印 刷（株）

住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

昌 和 印 刷（株）

平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）

淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557

www.sansei-int.co.jp

〒550-0015
大阪市西区南堀江1-1-14  四ツ橋中埜ビル6階
TEL（06）6532-8811

株式会社サンセイ
四ツ橋オフィス
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株式会社コンパス
大阪市北区天神西町 7-8〒530-0045
http://www.584.co.jp

引き出しの多い印刷会社です。

お問い合わせ先
大印工組 事務局 TEL.06-6353-3035

〈納入規定〉A4サイズ以下 + 1点 200g以内
※複数枚のDMであってもホチキス止めなどしてあれば、
　1点とみなします。
※内容等によっては、お受けできない場合があります。

PRI・Oの「パケットサービス」
大印工組 広報誌

貴 社 の
D M を 同 封 、
組 合 員 企 業 に
届 け ま す！

約 円60,000税込

発送月の
前月25日までに
貴社DMを
事務局へ納入

大印工組
事務局へ
お申し込み

貴社DMを
PRI・Oに同封

毎月5日ごろ
貴社DMが
組合員企業に到着
※到着日は前後する場合があります。

21～100g ＠200円　 101～200g ＠300円

1点 20gまで  ＠100円 × 組合員数




